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SSTTEEPP  11..  SSQQLL  SSeerrvveerr  22000088  新新機機能能のの概概要要  

とと゗゗ンンスストトーールル時時のの注注意意事事項項  

この STEP では、SQL Server 2008 の新機能と゗ンストールをする際の注意事項など

を説明します。 

 

この STEP では、次のことを学習します。 

 SQL Server 2008 新機能の概要 

 SQL Server 2008 の゗ンストール要件 

 ゗ンストールの実行方法 

 サンプル データベース（AdventureWorks）のダウンロード 

 サンプル スクリプトについて 

 



 

 

1.1 SQL Server 2008 について 

 SQL Server 2008 について 

SQL Server 2008 は、2003 年以降、Windows プラットフォーム上で動作するリレーショナル デ

ータベース製品としてシェゕ第 1 位を獲得（ガートナー社調べ）し続けている Microsoft SQL 

Server の最新バージョンです。以前のバージョンの SQL Server 2005 は、2006 年 2 月に発売

されましたので、約 2 年半ぶりのバージョンゕップとなります（SQL Server 2008 は、2008 年 

8 月に発売されました）。 

この自習書では、SQL Server 2008 の注目の新機能を簡単に試せるようにステップ バ゗ ステッ

プ形式で画面ショット満載でご紹介しますので、ぜひ、皆さんも実際に操作しながらこの自習書を

読み進めていただければと思います。 

 SQL Server 2008 評価版のダウンロード 

SQL Server 2008 の評価版は、次の URL からダウンロードすることができます。 

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/downloads/default.mspx 

 

 SQL Server 2008 の新機能 

SQL Server 2008 の主な新機能は、次のとおりです。 

 インテリセンスによる入力補完機能 

 新しい日付データ型（date / time / datetime2 / datetimeoffset） 

 MERGE ステートメント（データが既に存在する場合は UPDATE を実行し、存在しな

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/downloads/default.mspx
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い場合は INSERT を実行できる機能） 

 オブジェクトの依存関係を簡単に表示できる機能（ビューやストゕド プロシージャのも

ととなっているテーブルを一覧表示することが可能に） 

 バックアップ圧縮（バックゕップ データを圧縮することで、バックゕップとリストゕの

スピード UP を実現できる機能） 

 データ圧縮（データを圧縮することで、デゖスク Write / Read を減らしてスピード UP 

を実現できる機能。またデゖスク コストの削減にも役立つ機能） 

 SQL Server Audit（SQL Server に対するすべての操作履歴を記録可能に。コンプラ

゗ゕンスの実現や J-SOX 法、内部統制対策として非常に重要となる、SQL Server に対

するすべての操作のログを残せる機能。GUI ベースでグラフゖカルに設定が可能） 

 透過的なデータ暗号化（ゕプリケーションを修正することなく、データの暗号化を行える

機能） 

 データ プロファイル タスク（データの分布状況をグラフゖカルに表示することができ、

゗ンデックス チューニング時などに大変役立つ機能） 

 

 リソース ガバナ（CPU 利用率やメモリ使用量を調整できる機能。CPU を占有してしま

うゕプリケーションの占有率を下げるなどの利用が可能に） 

  

 ポリシー ベースの管理（Active Directory のグループ ポリシー機能と同じように、管

理者が設定したポリシーを強制適用できる機能。セキュリテゖ設定の強制や、パフォーマ

ンス関連の設定値を確認する際などに役立つ機能） 

アプリ B は、CPU を 30％ しか利用でき
ないように制限されている

アプリ A は、CPU を 70％ 利用できる
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 パフォーマンス データ コレクション と データ コレクション（パフォーマンス状況を

グラフゖカルに監視することができ、パフォーマンス チューニング時に大変役立つ機能） 

 

 Spatial データ型（GIS：地理情報システムにおける地図データを格納できるデータ型で、

Virtual Earth と連携することも可能に） 

  

 パーティション ウィザード（パーテゖションの設定をウゖザード形式で容易に設定） 

 FileStream データ型（Word や Excel などの Office ドキュメントや、任意の OS フ

ゔ゗ルをデータベース内へ格納することが可能に） 

これらの新機能は、この自習書でステップ バ゗ ステップ形式で試せるように構成していますので、

ぜひ試してみてください。 
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1.2 SQL Server 2008 のインストール 

 インストール要件 

SQL Server 2008 を゗ンストールするためのソフトウェゕ要件は、SQL Server 2005 の場合と

ほとんど同じで、次のとおりです。 

 

この自習書内での画面やテキストは、OS に Windows Server 2003 SP2、ソフトウェゕに SQL 

Server 2008 Enterprise Edition を利用して記述しています。 

Note： Visual Studio 2008 と共存させる場合の注意点 

Visual Studio 2008 と SQL Server 2008 を同じマシンに゗ンストールする場合には、次の 2 点に注意する必要があ

ります。 

■ Visual Studio 2008 をインストール済みのマシンへ SQL Server 2008 をインストールする場合 

Visual Studio 2008 を゗ンストール済みのマシンへ SQL Server 2008 を゗ンストールする場合には、SQL Server 

2008 を゗ンストールする前に、Visual Studio 2008 の Service Pack 1（SP1）を適用しておく必要があります。もし、

Visual Studio 2008 SP1 を適用していない場合には、SQL Server 2008 ゗ンストール時に、次のように［゗ンストー

ル ルール］画面で「失敗」となり、゗ンストールを続行することができなくなります。 

 

要件

OS

Windows Server 2003 SP2 以降 または
Windows XP Professional SP2 以降 または
Windows Vista  または
Windows Server 2008

ソフトウェゕ

・MDAC 2.8 SP1 以降
・Internet Explorer 6.0 SP1 以降
・.NET Framework 3.5 SP1 以降（SQL Server のセットゕップ時に゗ンストールが促されます）

・Windows ゗ンストーラ4.5 以降（SQL Server のセットゕップ時に゗ンストールが促されます）

Visual Studio 2008 SP1 を
゗ンストールしていない場合
は゗ンストールが失敗する
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■ SQL Server 2008 のインストール後に、Visual Studio 2008 をインストールする場合 

筆者の環境では、SQL Server 2008 を゗ンストール済みのマシンへ、後から Visual Studio 2008 を゗ンストールした

場合に、「゗ンストールは成功」と表示されるにも関わらず、Visual Studio 2008 の選択した機能（VB や C#）が゗ン

ストールされていないことが何度かありました。この場合は、Visual Studio 2008 の修復セットゕップを実行すること

で、正常に゗ンストールすることができました。 

 

 SQL Server 2008 のインストールの開始方法 

SQL Server 2008 の゗ンストール メデゖゕをドラ゗ブへセットすると、次のように［Microsoft 

SQL Server 2008 セットアップ］ダ゗ゕログが起動します。 

 

このダ゗ゕログが表示されない場合は、゗ンストール メデゖゕのルート フォルダにある 

setup.exe をダブル クリックします。 

続いて、次のように［Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 セットアップ］画面が表示される

ので、ラ゗センス条項に［同意する］をチェックして、［インストール］ボタンをクリックします。 

 

これにより、.NET Framework 3.5 SP1（Service Pack 1）の゗ンストールが開始されます。 

Note： .NET Framework 3.5 SP1 は必須コンポーネント 

SQL Server 2008 では、.NET Framework 3.5 SP1 が必須コンポーネントになりました。この゗ンストールには、66 

MB 分のフゔ゗ルのダウンロードと゗ンストールの時間がかかるので、10 ～20 分程度の時間がかかります（ネットワ

ーク環境によっては 30 分以上かかる場合もあります）。 

なお、Visual Studio 2008 SP1 を゗ンストール済みのマシンへ SQL Server 2008 を゗ンストールする場合には、.NET 

Framework 3.5 SP1 が既に゗ンストールされているので、この手順はスキップされ、次の［ソフトウェゕ更新の゗ン

ストール ウゖザード］が表示されます。 

1 

1 

2 
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.NET Framework 3.5 SP1 の゗ンストールが完了すると、［ソフトウェア更新のインストール ウ

ィザード］が表示されます。 

 

このホット フゖックス（KB 942288-v4）は、Windows ゗ンストーラ 4.5 のことです。 

 

Windows ゗ンストーラ 4.5 の゗ンストールが完了し、［完了］ボタンをクリックすると、"再起

動が必要" という旨のメッセージが表示されますが、［OK］ボタンをクリックしても自動では再起

動が行われないことに注意してください。OS の再起動は、［スタート］メニューから手動で行う

必要があります。 

OS の再起動が完了したら、SQL Server の゗ンストール メデゖゕから setup.exe をダブル ク

リックします。これにより、゗ンストール プログラムが起動して、次のように［SQL Server イ

ンストール センター］画面が表示されます。 

 

1 

1 

2 1 
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ここでは、［インストール］ページをクリックして、「SQL Server の新規スタンドアロン インス

トールまたは既存のインストールへの機能の追加」をクリックれば、゗ンストールを開始すること

ができます。 

 

Note： SQL Server 2008 の詳しいインストール手順について 

SQL Server 2008 の詳しい゗ンストール手順については、本自習書シリーズの「ささっと試せる SQL Server 超入門」

で説明しています。 

 

 本自習書を試すために必要な機能について 

本自習書のすべての機能を試すには、SQL Server 2008 の゗ンストール時の［機能の選択］画面

で次のコンポーネントを選択しておく必要があります。 

 

「データベース エンジン サービス」と「Business Intelligence Development Studio」、

「Integration Services」、「管理ツール - 完全」の 4 つのコンポーネントをチェックしておい

てください。 

1 

2 

SQL Server データベース エンジンと
Agent ジョブ機能

Integration Service のパッケージを開
発するツール。「データ プロファイル

タスク」を利用するのに必要

Integration Service のサーバー機能。
「データ プロファイル ビューア」を

実行するのに必要

SQL Server の管理ツールである
Management Studio など
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Note： 後から機能を追加インストールする場合 

SQL Serer 2008 の゗ンストール後に、後から機能を追加したい場合には、゗ンストールを再実行するか、次のように

［コントロール パネル］の［プログラムの追加と削除］から、「Microsoft SQL Server 2008」の［変更と削除］ボタン

をクリックして、「追加」をクリックします。 

 

［フォルダの参照］ダ゗ゕログでは、゗ンストール メデゖゕへのパスを指定すると、゗ンストールが開始されます。［゗

ンストールの種類］画面では、「既存の SQL Server 2008 ゗ンスタンスに機能を追加する」をチェックして、［機能の

選択］画面で、追加したい機能を選択すれば、後から機能を追加することができます。 

 

 

゗ンストール メデゖゕ
へのパスを指定
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 本自習書を試すための認証モードについて 

本自習書の一部の手順では、SQL Server 認証（混合モード）を利用しています。認証モードを゗

ンストール時に変更するには、次のように［データベース エンジンの構成］画面で「混合モード」

を選択するようにします。 

 

Note： 後から認証モードを変更する場合 

SQL Server の゗ンストール後に、後から認証モードを変更するには、オブジェクト エクスプローラから、次のように 

SQL Server の名前を右クリックして［プロパティ］をクリックします。 

 

［サーバーのプロパテゖ］ダ゗ゕログでは、［セキュリティ］ページを開き、「SQL Server 認証モード」を選択して、

［OK］ボタンをクリックします。クリック後、再起動を促すダ゗ゕログが表示されたら、［OK］ボタンをクリックしま

す。 

 

1 

3 

4 

2 
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Note： 修正プログラムのインストール 

9 月 25 日現在、最新の累積修正パッケージ「Cumulative update package 1 for SQL Server 2008」（CU1、KB 

956717）が公開されているので、ダウンロードして゗ンストールしておくことをお勧めします。次の URL から申し込

むことができます。 

http://support.microsoft.com/kb/956717/en-us 

 

 

ココをクリックすると、
申し込むことができます

http://support.microsoft.com/kb/956717/en-us
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1.3 サンプル データベース（AdventureWorks）のダウンロード 

 AdventureWorks のダウンロード（この自習書内で利用します） 

SQL Server 2008 の゗ンストールでは、サンプル データベースとなる「AdventureWorks」が

゗ンストールされません。AdventureWorks データベースは、次の CodePlex サ゗トからダウン

ロードすることができます。この自習書内では、いくつかの機能を試す手順で SQL Server 2005 

用の AdventureWorks データベース（AdventureWorksDB.msi）を利用しているので（64-bit

版の場合は AdventureWorksDB_x64.msi）、ダウンロードして、゗ンストールしておいてくだ

さい（.msi フゔ゗ルをダブルクリックするとダウンロードが開始されます）。 

CodePlex サイト 

http://www.codeplex.com/MSFTDBProdSamples 

 

   

ダウンロードした .msi フゔ゗ルをダブル クリックすると、［セキュリテゖの警告］画面が表示さ

↓

ココをクリックして、SQL Server 2005 用のサン
プル データベースを選択
（SQL Server 2008 用のサンプルは、SQL Server 
2008 の新機能へ対応したサンプルで、FileStream 
とフルテキスト検索機能が有効になっていなければ
使用できないので、この自習書では SQL Server
2005 用のサンプルを利用します）

1

この自習書では、AdventureWorksDB.msi フゔ゗ルを
利用するので、このフゔ゗ルのみをダウンロードします。
64-bit 環境の場合は、AdventureWorksDB_x64.msi
フゔ゗ルをダウンロードします。

2

http://www.codeplex.com/MSFTDBProdSamples
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れるので、［実行する］ボタンをクリックします。 

 

これにより、AdventureWorks データベースのセットゕップ ウゖザードが開始されます。 

 

ラ゗センスに同意して、［Next］ボタンをクリックして、次へ進みます。 

次の［Destination Folder］画面では、AdventureWokrs データベースの保存先を指定しますが、

ここでは、デフォルトのまま［Next］ボタンをクリックします。 

 

続く、［Ready to Install the Program］画面で、［install］をクリックすると、AdventureWorks 

データベースの゗ンストールが開始されます。 

1

1

2

3

1 2
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以上で AdventureWorks データベースの゗ンストールが完了です。 

 AdventureWorks のアタッチ 

続いて、゗ンストールした AdventureWorks データベースをゕタッチします。ゕタッチの手順は

次のとおりです。 

1. ［スタート］メニューの［すべてのプログラム］から、［Microsoft SQL Server 2008］を選

択して［SQL Server Management Studio］をクリックし、Management Studio を起動し

ます。 

2. 起動後、［サーバーへの接続］ダ゗ゕログで、［サーバー名］へ SQL Server の名前を入力し、

［接続］ボタンをクリックします。 

 

3. 接続完了後、次のように［データベース］フォルダを右クリックして［アタッチ］をクリック

します。 

 

1

SQL Server の名前を入力します
1

[接続] ボタンをクリックします
2

[データベース] を右クリックします
1

[アタッチ] をクリックします
2
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4. すると、次のように［データベースのゕタッチ］ダ゗ゕログが表示されるので、［追加］ボタ

ンをクリックします。 

 

「C:\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL.1\MSSQL\DATA」フォルダを展

開して、「AdventureWorks_Data.mdf」フゔ゗ルを選択し、［OK］ボタンをクリックしま

す。 

5. 次のように［データベースのゕタッチ］ダ゗ゕログへ戻ったら、［OK］ボタンをクリックしま

す。 

 

次の警告ダ゗ゕログが表示されたら、［OK］ボタンをクリックします。 

[追加] ボタンをクリックします
1

C:¥Program Files¥Microsoft SQL Server
¥MSSQL.1¥MSSQL¥DATA フォルダを展開
して AdventureWorks_Data.mdf を選択

2

[OK] ボタンをクリックします
3

↓

[OK] ボタンをクリックします
1
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以上でゕタッチが完了です。これにより、次のように［データベース］フォルダへ 

AdventureWorks データベースが追加されて、利用できるようになります。 

 

 

 

1
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1.4 サンプル スクリプトについて 

 サンプル スクリプト（この自習書内で利用します） 

この自習書では、いくつかの機能を試す手順でサンプル スクリプト内に含まれる「NorthwindJ」

データベース（NorthwindJ.mdf と NorthwindJ.ldf）を利用しますので、STEP2 以降を始める前

に、必ずこのデータベースを SQL Server 2008 へゕタッチしておいてください。ゕタッチの手

順は、次のとおりです。 

1. ［スタート］メニューの［すべてのプログラム］から、［Microsoft SQL Server 2008］を選

択して［SQL Server Management Studio］をクリックし、Management Studio を起動し

ます。 

2. 起動後、［サーバーへの接続］ダ゗ゕログで、［サーバー名］へ SQL Server の名前を入力し、

［接続］ボタンをクリックします。 

 

3. 接続完了後、次のように［データベース］フォルダを右クリックして［アタッチ］をクリック

します。 

 

4. すると、次のように［データベースのゕタッチ］ダ゗ゕログが表示されるので、［追加］ボタ

SQL Server の名前を入力します
1

[接続] ボタンをクリックします
2

[データベース] を右クリックします
1

[アタッチ] をクリックします
2
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ンをクリックします。 

 

サンプル スクリプトを解凍したフォルダを展開し、「NorthwindJ.mdf」フゔ゗ルを選択し

て［OK］ボタンをクリックします。 

5. すると、次のように［データベースのゕタッチ］ダ゗ゕログへ戻るので、［OK］ボタンをクリ

ックします。 

 

6. 以上でゕタッチが完了です。もし、エラーが出る場合は、SQL Server のサービス ゕカウン

トに対して、「NorthwindJ.mdf」フゔ゗ルへの NTFS ゕクセス権限が付与されているかどう

かを確認してみてください。 

なお、この NorthwindJ は、Microsoft Access 2003 に付属のサンプル データベース「Northwind」

を SQL Server 上へゕップサ゗ズしたものを利用していますが、受注年月日など一部のデータを

加工しています。 

[追加] ボタンをクリックします
1

サンプル スクリプトを
解凍した場所を展開して

NorthwindJ.mdf を選択

2

[OK] ボタンをクリックします
3

↓

[OK] ボタンをクリックします
1
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SSTTEEPP  22..  MMaannaaggeemmeenntt  SSttuuddiioo  のの新新機機能能  

をを試試ししててみみよようう！！  

この STEP では、SQL Server 2008 で実装された Management Studio の次の新機能

を試してみましょう。 

 

 ゗ンテリセンス（IntelliSense）による入力補完 

 文法エラーの表示機能 

 TOP 1000 クエリ 
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2.1 インテリセンス（IntelliSense）による入力補完 

 インテリセンスによる入力補完 

゗ンテリセンス（IntelliSense）は、Microsoft Visual Studio でおなじみの入力補完機能です。

SQL Server 2008 では、Management Studio の「クエリ エデゖタ」で゗ンテリセンス機能が

サポートされるようになり、SQL ステートメントの入力時に、テーブルの一覧を表示したり、列

名の一覧を表示したりできるようになりました。 

それでは、これを試してみましょう。 

1. Management Studio を起動して、ツールバーの［新しいクエリ］をクリックして「クエリ エ

デゖタ」を開き、次のように入力してみてください。 

USE AdventureWorks 

go 

SELECT * FROM Production. 

 

 

FROM 句でスキーマ名（Production）の後に .（ドット）を入力すると゗ンテリセンス機能

が働き、入力候補が表示されることを確認できます（上の画面では、AdventureWorks デー

タベース内の Production スキーマが所有するテーブルの一覧が表示されています）。この一

覧から任意のテーブル（Product など）を選択して「Tab」キーで確定します。 

2. FROM 句でテーブルを指定した後は、次のように選択リストでそのテーブルの列名が入力候

補として一覧表示されるようになります。 

 

゗ンテリセンス機能が
働き、入力候補が一覧
される。確定は、Tab
キーを押す

2

「新しいクエリ」をクリックして
「クエリ エデゖタ」を開く

1

FROM 句でテーブル
名を指定した後は、列
の一覧も候補に表示さ
れるようになる

1 
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2.2 文法エラーの表示機能 

 文法エラーの表示機能 

この機能も Visual Studio でおなじみの文法チェック機能です。SQL Server 2008 では、SQL ス

テートメントの入力持に、即時に文法（構文）をチェックし、文法エラーがある場所は赤い下線で

表示してくれるようになりました。また、「エラー一覧」（Error List）ウゖンドウもサポートされ、

このウゖンドウを利用すると、まとめてエラー情報を確認することもできます。従来のバージョン

では、SQL ステートメントを実行しないと文法エラーを確認できなかったところが、この機能の

おかげで、SQL ステートメントを実行しなくても文法エラーを確認できるようになったので大変

便利です。 

それでは、これを試してみましょう。 

1. クエリ エデゖタで、次のように記述してみます。 

USE AdventureWorks 

go 

SELECT * FROM ppProduct 

 

 

AdventureWorks には「ppProduct」というテーブルは存在しないので、赤い下線が表示さ

れて、文法エラーが発生していることを確認できます。 

2. また、［表示］メニューから［エラー一覧］をクリックすると、次のように「エラー一覧」ウ

ゖンドウを表示することができます。 

 

エラー一覧ウゖンドウでは、複数の文法エラーをまとめて確認することができます。 

文法エラーは、赤い下線
で表示され、マウスを上
へ乗せるとエラーを表示
してくれる

1 

文法エラーは、「エラー一覧」
ウ゗ンドウへも表示される。
このウゖンドウは、「表示」
メニューから開くことができる

1 

わざと間違った
テーブル名を入力
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2.3 TOP 1000 クエリ 

 TOP 1000 クエリ 

TOP 1000 クエリは、オブジェクト エクスプローラで選択したテーブルに対して TOP 1000（最

初の 1000 件）を指定した SELECT ステートメントを自動生成して、その結果を取得してくれる

機能です。テーブルのデータを確認したい場合にとても便利な機能です。 

それでは、これを試してみましょう。 

1. オブジェクト エクスプローラで、データを確認したいテーブルを右クリックして、［上位 

1000 行の選択］をクリックします。 

 

このように、結果（データ）を確認できるだけでなく、列名付きの SELECT ステートメント

も自動生成されるので、ほかの検索条件を追加したり、特定の列データのみを取得したりする

場合にも便利です。 

 

  

テーブルを右クリックして
「上位 1000 行の選択」を
クリック

1 

TOP 1000 が記述され
た SELECT ステート
メントが自動生成され
て、結果が表示される

2
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SSTTEEPP  33..  TTrraannssaacctt--SSQQLL  のの新新機機能能  

をを試試ししててみみよようう！！  

この STEP では、SQL Server 2008 で実装された Transact-SQL ステートメントの新

機能を試してみましょう。 

 

この STEP では、次のことを学習します。 

 DECLARE 変数宣言時の初期値代入 

 ゗ンクリメント演算子（+=）のサポート 

 INSERT ステートメントで複数の値を指定 

 新しい日付データ型（date / time / datetime2 / datetimeoffset） 

 MERGE（UPSERT） 

 GROUPING SETS 

 テーブル値パラメータ（Table-Valued Parameters） 

 ユーザー定義テーブル型（User-Defined Table Type ） 

 HierarchyID データ型 

 オブジェクトの依存関係の表示（dm_sql_referencing_entities） 
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3.1 DECLARE 変数宣言時の初期値代入 

 変数宣言時の初期値代入 

SQL Server 2008 では、DECLARE ステートメントを使用して変数を宣言する際に、初期値を代

入できるようになりました。これは  Management Studio のクエリ エデゖタから次のように入

力して試すことができます。 

DECLARE @i int = 999 

DECLARE @str varchar(10) = 'ABCD' 

SELECT @i, @str 

 

 

このように変数宣言時に、データ型に続けて「=」を記述できるようになり、変数へ初期値を代入

できるようになりました。 

 

2 

1 
クエリを入力
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3.2 インクリメント演算子（+=）のサポート 

 インクリメント演算子 

SQL Server 2008 では、+= を利用した゗ンクリメント演算子がサポートされました。これは、

次のように試すことができます。 

DECLARE @i int = 1 

WHILE @i <= 5 

BEGIN 

 PRINT @i 

 SET @i += 1 

END 

 

 

この「SET @i += 1」という記述は、「SET @i = @i + 1」と等価です。 

 デクリメント演算子（-=） 

SQL Server 2008 では、デクリメント演算子の -= もサポートされました。これは、次のように

利用することができます。 

DECLARE @i int = -1 

WHILE @i >= -5 

BEGIN 

 PRINT @i 

 SET @i -= 1  -- SET @i = @i - 1 と等価 

END 
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3.3 INSERT ステートメントで複数の値を指定 

 複数行をまとめて INSERT 

SQL Server 2008 では、複数の値（複数の行データ）を 1 つの INSERT ステートメントで記述

できるようになりました。これは次のように入力して試すことができます。 

CREATE TABLE t1 ( a int, b varchar(100) ) 

 

INSERT INTO t1 

 VALUES ( 1, 'AAA' ) 

    ,( 2, 'BBB' ) 

    ,( 3, 'CCC' ) 

    ,( 4, 'DDD' ) 

 

SELECT * FROM t1 

 

 

このように VALUES 句で ,（カンマ）を入れることで、複数の行データを指定できるようになり

ました。 
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3.4 新しい日付データ型（date / time / datetime2 / datetimeoffset） 

 新しい日付データ型  

SQL Server 2008 では、新しい日付データ型として、date / time / datetime2 / datetimeoffset

の 4 つが追加されました。それぞれの単位（精度）と内部的に使用するバ゗ト数を、従来のデー

タ型（datetime / smalldatetime）と比較すると、次の表のようになります。 

 

date データ型は、「日」単位でデータを格納できるデータ型で、使用バ゗ト数を 3 バ゗トに抑え

ることができるので、時間を格納する必要のないデータの場合には、大変便利なデータ型です。 

time データ型は、「時間」のみを格納できるデータ型で、従来の datetime データ型よりも精度

が高い時間（100 ナノ秒）まで格納できるのが特徴です。 

datetime2 データ型は、time データ型と同様、時間を 100 ナノ秒まで格納でき、かつ従来の 

datetime データ型のように日付も格納できるのが特徴です。 

datetimeoffset データ型は、datetime2 データ型の格納範囲に加えて、タ゗ムゾーンのオフセ

ット（グリニッジ標準時からの時間差）を格納できるようになったデータ型です。 

では、これらのデータ型を試してみましょう。次のように入力して試すことができます。 

SELECT 

    CAST('2007-12-13 12:35:29.123' AS datetime) AS 'datetime' 

   ,CAST('2007-12-13 12:35:29.123' AS smalldatetime) AS 'smalldatetime' 

   ,CAST('2007-12-13 12:35:29.1234567 +12:15' AS date) AS 'date' 

   ,CAST('2007-12-13 12:35:29.1234567 +12:15' AS time(7)) AS 'time' 

   ,CAST('2007-12-13 12:35:29.1234567 +12:15' AS datetime2) AS 'datetime2' 

   ,CAST('2007-12-13 12:35:29.1234567 +12:15' AS datetimeoffset(7)) AS 'datetimeoffset' 

 

  

データ型 単位 使用バ゗ト数 範囲

datetime 3.33 ミリ秒 8 バ゗ト 1753-1-1 ～9999-12-31

smalldatetime 1分 4  バ゗ト 1900-1-1 ~2079-6-6

date 日 3 バ゗ト 1-1-1 ～9999-12-31

time 100 ナノ秒 time(7) は 5 バ゗ト 00:00:00 ～23:59:59.9999999

datetime2 100 ナノ秒
datettime2(7) は
8 バ゗ト

1-1-1 ～9999-12-31

datetimeoffset 100 ナノ秒
datettimeoffset(7) 
は 10 バ゗ト

1-1-1 ～9999-12-31 +/-14:00

ナノ秒 タ゗ムゾーン
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3.5 MERGE（UPSERT） 

 MERGE ステートメント 

MERGE ステートメントは、データが存在する場合には UPDATE を、存在しない場合には 

INSERT 処理が行えるステートメントです。このため、「UPSERT」とも呼ばれます（UPDATE と 

INSERT を組み合わせた造語）。Merge は「結合する」「吸収する」という意味の英単語です。ま

た、MERGE ステートメントは、Oracle 9i 以降で搭載されている MERGE ステートメントと同じ

構文で利用することができます。 

それでは、これを試してみましょう。まずは、次のように t1 テーブルと t2 テーブルを作成しま

す。 

 

CREATE TABLE t1 ( a int, b varchar(100) ) 

 

INSERT INTO t1 

  VALUES   ( 1, 'AAA' ) 

  ,( 2, 'BBB' ) 

  ,( 3, 'CCC' ) 

  ,( 4, 'DDD' ) 

CREATE TABLE t2 ( a int, b varchar(100) ) 

 

INSERT INTO t2 

  VALUES  ( 3, 'XXX' ) 

 ,( 5, 'YYY' ) 

 

次に、t1 テーブルの「a」列と、t2 テーブルの「a」列をもとに MERGE ステートメントを実行

してみましょう。 

MERGE INTO t1 

 USING t2 

  ON t1.a = t2.a 

 WHEN MATCHED THEN 

 UPDATE SET t1.b = t2.b 

 WHEN NOT MATCHED THEN 

 INSERT VALUES ( t2.a, t2.b ); 

 

MERGE INTO へマージ（結合）先のテーブル（t1）、

USING へマージ対象のテーブル（t2）を指定し、

ON へマージの条件（ここでは 「a」列が等しいか

どうか）を指定します。WHEN MATCHED（条件がマッチした場合）には、THEN 以下の UPDATE 

ステートメント（更新処理）が実行され、NOT MATCHED（マッチしなかった場合）には、その

下の THEN 以下の INSERT ステートメント（挿入処理）が実行されるようになります。 

t1 テーブル t2 テーブル

t1 テーブル t2 テーブル

MERGE！

UPDATE
されたデータ

INSERT
されたデータ
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Note： 文末のセミコロンを忘れずに 

MERGE ステートメントでは、ステートメントの末尾に必ず ; （セミコロン）を記述する必要があります。

セミコロンを省略した場合には、エラーになるので注意してください。 

 

 変数をもとにした MERGE 

MERGE ステートメントの USING には、テーブル名だけでなく、任意のクエリを記述することが

できます。したがって、複数のテーブル同士の MERGE だけでなく、任意の変数の値をもとにし

て、MERGE ステートメントを実行することもできます。それでは、これを試してみましょう。次

のように t1 テーブルと、変数 @a と @b があるとします。 

 

これを MERGE するには、次のように記述します。 

DECLARE @a int = 4 

       ,@b varchar(100) = 'EEE' 

 

MERGE INTO t1 

 USING ( SELECT @a AS a, @b AS b ) var 

  ON t1.a = var.a 

 WHEN MATCHED THEN 

 UPDATE SET t1.b = var.b 

 WHEN NOT MATCHED THEN 

 INSERT VALUES (var.a, var.b ); 

 

このように USING には、任意のクエリを記述できるので、変数やパラメータなど特定の値をもと

に MERGE を実行することができます。 

 

 

t1 テーブル 変数（ @a と @b ）

t1 テーブル 変数（ @a と @b ）

MERGE！

UPDATE
されたデータ
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3.6 GROUPING SETS 

 GROUPING SETS 

GROUPING SETS は、GROUP BY 句とともに利用できる集計関数で、SQL 2003 標準規格で定

義されているものです。また、Oracle 10g で搭載されている GROUPING SETS とも同じように

利用することができます。 

GROUPING SETS は、複数の集計値を結合（UNION ALL）する場合や、WITH ROLLUP または 

CUBE を利用して複数項目の集計値を取得する場合の置き換えとして利用することができます。た

とえば、次の UNION ALL（A 列でグループ化した集計結果と B 列でグループ化した集計結果を

結合したもの）は、GROUPING SETS を利用してシンプルに記述できるようになります。 

 

それでは、これを試してみましょう。サンプル スクリプトに含まれる「NorthwindJ」データベー

ス（Access 2003 でおなじみのサンプル データベースを SQL Server 2008 上へゕップ サ゗ズ

したもので、セットゕップ方法は 18 ページの手順を参考にしてください）を利用して、商品区分

ごとの受注金額の合計と、受注年ごとの受注金額の合計を結合してみましょう。まずは、UNION 

ALL を次のように実行して結果を確認します。 

SELECT 区分名, NULL AS 年, SUM( od.数量 * od.単価) AS 受注金額 

FROM 受注明細 od 

 INNER JOIN 商品 s ON od.商品コード = s.商品コード 

 INNER JOIN 商品区分 c ON s.区分コード = c.区分コード 

GROUP BY 区分名 

  UNION ALL 

SELECT NULL AS 区分名, YEAR(受注日), SUM( od.数量 * od.単価) AS 受注金額 

FROM 受注明細 od 

 INNER JOIN 受注 o ON o.受注コード = od.受注コード 

GROUP BY YEAR(受注日) 

 

 

次に、GROUPING SETS 関数を利用して、これと同じ結果を取得してみましょう。 

SELECT A, NULL AS B, SUM(n) FROM t
GROUP BY A
UNION ALL

SELECT NULL AS A, B, SUM(n) FROM t
GROUP BY B

-- GROUPING SETS の場合
SELECT A, B, SUM(n) FROM t
GROUP BY GROUPING SETS ( (A), (B) )

商品区分ごとの
受注金額の合計

受注年ごとの
受注金額の合計
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SELECT 区分名, YEAR(受注日) AS 年, SUM( od.数量 * od.単価) AS 受注金額 

FROM 受注明細 od 

 INNER JOIN 受注 o ON o.受注コード = od.受注コード 

 INNER JOIN 商品 s ON od.商品コード = s.商品コード 

 INNER JOIN 商品区分 c ON s.区分コード = c.区分コード 

GROUP BY GROUPING SETS ( (区分名), (YEAR(受注日)) ) 

 

このように GROUPING SETS を利用すると、UNION ALL で集計値を結合するクエリをシンプル

に記述できるようになります。 

 全体合計の追加 

GROUPING SETS 関数では、次のように () を追加すると、全体合計を結果へ追加できるように

なります。 

SELECT 区分名, YEAR(受注日) AS 年, SUM( od.数量 * od.単価) AS 受注金額 

FROM 受注明細 od  ～中略～ 

GROUP BY GROUPING SETS ( (区分名), (YEAR(受注日)) , () ) 

 

 

 WITH CUBE の置き換え 

次に、WITH CUBE を置き換えとして利用可能な GROUPING SETS の使用方法をみていきまし

ょう。たとえば、次のような WITH CUBE（A と B と C 列の組み合わせた集計結果の取得）は、

GROUPING SETS を利用して次のように置き換えることができます。 

 

それでは、これを試してみましょう。まずは、WITH CUBE を次のように実行して、商品区分と

全体合計
NULL、NULL
で表示される

SELECT A, B, C, SUM(n) FROM t
GROUP BY A, B, C WITH CUBE

-- GROUPING SETS の場合
SELECT A, B, C, SUM(n) FROM t
GROUP BY GROUPING SETS

( (A, B, C)
,(A, B)
,(A, C)
,(B, C)
,(A)
,(B)
,(C)
,() )
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受注年の組み合わせ集計を取得します。 

SELECT 区分名, YEAR(受注日) AS 年, SUM( od.数量 * od.単価) AS 受注金額 

FROM 受注明細 od 

 INNER JOIN 受注 o ON o.受注コード = od.受注コード 

 INNER JOIN 商品 s ON od.商品コード = s.商品コード 

 INNER JOIN 商品区分 c ON s.区分コード = c.区分コード 

GROUP BY 区分名, YEAR(受注日) 

WITH CUBE 

 

 

次に、GROUPING SETS 関数を利用して、これと同じ結果を取得してみましょう。 

SELECT 区分名, YEAR(受注日) AS 年, SUM( od.数量 * od.単価) AS 受注金額 

FROM 受注明細 od 

 INNER JOIN 受注 o ON o.受注コード = od.受注コード 

 INNER JOIN 商品 s ON od.商品コード = s.商品コード 

 INNER JOIN 商品区分 c ON s.区分コード = c.区分コード 

GROUP BY GROUPING SETS (   ( 区分名, YEAR(受注日) )  

    ,(区分名) 

    ,(YEAR(受注日)) 

    ,() ) 

 

このように GROUPING SETS を利用すると、WITH CUBE と同じ結果を取得できるようになり

ます。 

 

商品区分と受注年
を組み合わせた
受注金額の合計

受注年ごとの
受注金額の合計

商品区分ごとの
受注金額の合計

全体の合計

・
・
・

商品区分と受注年
を組み合わせた
受注金額の合計

全体の合計
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3.7 ユーザー定義テーブル型とテーブル値パラメータ 

 ユーザー定義テーブル型とテーブル値パラメータ 

ユーザー定義テーブル型（User-Defined Table Type）は、ユーザー定義の Table データ型に対

して、名前を付けて型（Type）として保存できる機能です。また、テーブル値パラメータ

（Table-Valued Parameters）は、ユーザー定義テーブル型をパラメータ（ストゕド プロシージ

ャなどの引数）として指定できる機能です。 

それでは、これを試してみましょう。MERGE で利用した t1 テーブルと同じ構造のユーザー定義

の Table データ型を作成し、それをパラメータ（引数）として利用するストゕド プロシージャを

作成します。 

-- ユーザー定義テーブル型の作成 

CREATE TYPE testTableType 

  AS TABLE ( a int, b varchar(100) ) 

go 

-- テーブル値パラメータ 

CREATE PROCEDURE testProc1 

  @tvp testTableType READONLY 

AS 

  INSERT INTO t1 

    SELECT * FROM @tvp 

 

次に、作成したユーザー定義テーブル型へ値を代入し、それをストゕド プロシージャへ渡して実

行してみましょう。 

-- ユーザー定義テーブル型を利用した変数 @tvp1 の宣言 

DECLARE @tvp1 AS testTableType 

 

-- 変数 @tvp1 へ値の格納 

INSERT INTO @tvp1 (a, b) 

 VALUES ( 7, 'AAAAAA') 

       ,( 8, 'BBBBBB') 

 

-- ストアド プロシージャの実行 

EXEC testProc1 @tvp1 

 

-- 結果の確認 

SELECT * FROM t1 

t1 テーブル

追加された
データの確認

@tvp1 変数（testTableType 型）

@tvp（テーブル値パラ
メータ）に格納された値
を t1 テーブルへ挿入
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 IN 演算子の値リストをパラメータ化 

ユーザー定義テーブル型とテーブル値パラメータは、”配列” のように利用することもできるので、

IN 演算子の値リストをパラメータ化する目的でも利用できます。 

それでは、これを試してみましょう。 

-- ユーザー定義テーブル型 

CREATE TYPE valuelist 

 AS TABLE ( val int ) 

go 

-- テーブル値パラメータを利用するストアド プロシージャ 

CREATE PROCEDURE testProc2 

 @v valuelist READONLY 

AS 

 SELECT * FROM t1 

  WHERE a IN ( SELECT val FROM @v ) 

 

次に、ユーザー定義テーブル型の val 列へ「1」と「5」、「7」を格納して、この値をストゕド プ

ロシージャの IN 演算子へ与えてみます。 

-- ユーザー定義テーブル型を利用した変数 @v の宣言 

DECLARE @v AS valuelist 

 

-- 変数 @v へ値の格納（IN 演算子に与える値） 

INSERT INTO @v (val) 

 VALUES ( 1 ) 

       ,( 5 ) 

       ,( 7 ) 

 

-- ストアド プロシージャの実行 

EXEC testProc2 @v 

 

 

このように、ユーザー定義テーブル型とテーブル値パラメータを利用すると、配列のように利用す

ることができるので、大変便利です。なお、VB や C# などのゕプリケーションからテーブル値

パラメータを利用する方法は、本自習書シリーズの「開発者のための Transact-SQL 応用」で説

明しています。 

int 型の val 列

@v（テーブル値パラ
メータ）に格納された値
を IN 演算子へ与える
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3.8 HierarchyID データ型 

 HierarchyID データ型 

HierarchyID データ型は、階層（Hierarchy）のパスを取得 / 操作が可能なデータ型です。 

それでは、これを試してみましょう。次のような親子階層をもった社員テーブル（「上司社員番号」

列に上司の社員番号が格納されている）を利用します。 

CREATE TABLE 社員 

( 社員番号 int NOT NULL, 

  社員名  varchar(40) NULL, 

  上司社員番号 int    NULL, 

  性別  char(4)     NULL ) 

 

INSERT INTO 社員 VALUES(1001, '山田 太郎', NULL, '男性') 

INSERT INTO 社員 VALUES(1002, '鈴木 一郎', NULL, '男性') 

INSERT INTO 社員 VALUES(1003, '岡田 明子', 1001, '女性') 

INSERT INTO 社員 VALUES(1004, '若旅 素子', 1002, '女性') 

INSERT INTO 社員 VALUES(1005, '佐藤 啓太', 1001, '男性') 

INSERT INTO 社員 VALUES(1006, '川崎 太郎', 1003, '男性') 

 

この社員データには、次の階層（上司と部下）があります。 

 

以前のバージョンの SQL Server 2005 では、このような階層データに対して、CTE（Common 

Table Expression: 共通テーブル式）を利用して、再帰クエリを実行することで、階層レベルを取

得することができました。これは次のように記述します。 

-- SQL Server 2005 の再帰クエリの場合 

WITH cte (社員番号, 社員名, 上司社員番号, 階層) 

AS 

( 

 -- 上司 

 SELECT 社員番号, 社員名, 上司社員番号, 0 

  FROM 社員 

   WHERE 社員番号 = 1001 

 

 UNION ALL 

 

 -- 部下（再帰） 

 SELECT e.社員番号, e.社員名, e.上司社員番号, M.階層 + 1 

  FROM 社員 AS e 

   INNER JOIN cte AS M 

     ON e.上司社員番号 = M.社員番号 

) 

SELECT * FROM cte 

 

CTE による再
帰クエリで、
階層のレベル
を取得可能
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SQL Server 2008 では、このクエリに対して HierarchyID データ型を利用することで、階層の

パスを取得できるようになります。これは次のように記述します。 

WITH cte (path, 社員番号, 社員名, 上司社員番号, 階層) 

AS 

( 

 -- 上司 

 SELECT HierarchyID::GetRoot() AS root 

    ,社員番号, 社員名, 上司社員番号, 0 

  FROM 社員 

   WHERE 社員番号= 1001 

 

  UNION ALL 

 

 -- 部下（再帰） 

 SELECT CAST(M.path.ToString()  

     + CAST(e.社員番号AS varchar(30)) 

     + '/' AS HierarchyID ) 

   , e.社員番号, e.社員名, e.上司社員番号, M.階層+ 1 

  FROM 社員AS e 

   INNER JOIN cte AS M 

     ON e.上司社員番号= M.社員番号 

) 

SELECT path.GetLevel(), path.ToString(), * FROM cte 

 

 

 

HierarchyID により階層の
レベルとパスを取得可能



SQL Server 2008 自習書シリーズ 注目の新機能を試してみよう！ 

40 

3.9 オブジェクトの依存関係の表示 

 オブジェクトの依存関係の表示 

SQL Server 2008 では、オブジェクト（ビューやストゕド プロシージャ、ユーザー定義関数な

ど）の依存関係を表示するために、次の 3 つのビュー（関数）が追加されました。 

 sql_expression_dependencies 

 dm_sql_referencing_entities 

 dm_sql_referenced_entities 

これらのビューにより、ストゕド プロシージャが依存しているテーブルや、ユーザー定義関数を

利用しているオブジェクトを容易に把握できるようになるので、大変便利です。 

それでは、これを試してみましょう。まずは、テーブルを作成し、そのテーブルに依存する（その

テーブルを利用した）ビューやストゕド プロシージャ、ユーザー定義関数を作成していきます。 

-- AdventureWorks サンプル データベースの Product テーブルをもとにテーブルを作成 

SELECT * INTO Product 

FROM AdventureWorks.Production.Product 

go 

 

-- ビュー prodView の作成（Product テーブルに依存） 

CREATE VIEW dbo.prodView 

AS 

SELECT ProductID, Name FROM dbo.Product 

go 

 

-- ユーザー定義関数 prodFunc1 の作成 

CREATE FUNCTION dbo.prodFunc1(@p1 int) RETURNS int 

BEGIN 

 RETURN @p1 * 100 

END 

go 

 

-- ストアドプロシージャ prodProc1 の作成（prodFunc1 とprodView に依存） 

CREATE PROC dbo.prodProc1 

AS 

SELECT dbo.prodFunc1(ProductID) FROM dbo.prodView 

go 

 

-- ストアドプロシージャ prodProc2 の作成（prodProc1 に依存） 

CREATE PROC dbo.prodProc2 

AS 

EXEC dbo.prodProc1 

go 

 

 sql_expression_dependencies 

次に、sql_expression_dependencies カタログ ビューを利用して、作成したオブジェクトの依

存関係を表示してみます。これは次のように記述します。 
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SELECT OBJECT_NAME( referencing_id ), referenced_entity_name AS 依存元, * 

 FROM sys.sql_expression_dependencies 

 

 

このように sql_expression_dependencies ビューを利用すると、referenced_entity_name 列

を参照することで依存元となっているオブジェクトを取得できるようになります。 

 dm_sql_referenced_entities 

次に、dm_sql_referenced_entities 動的管理関数を利用してみます。この関数は、次のように記

述することで、依存元の列名まで取得することが可能です。 

SELECT referenced_entity_name AS 依存元, referenced_minor_name AS 依存元の列名, * 

FROM sys.dm_sql_referenced_entities ('dbo.prodView', 'OBJECT') 

 

 

第 1 引数へ依存関係を調べたいオブジェクトを指定することで、referenced_minor_name 列で

依存元の列名を取得することができます（この例では、prodView が Product テーブルの 

ProductID 列と Name 列に依存していることが分かります）。 

 依存関係の階層を取得 

前述の sql_expression_dependencies ビューは、CTE（共通テーブル式）を利用して再帰クエ

リとして実行すると、依存関係の階層を取得できるようになります。これは次のように記述します

（prodProd2 ストゕド プロシージャに依存するオブジェクトの階層を取得するクエリ）。 

DECLARE @referencing_entity AS sysname = N'prodProc2'; 

 

WITH ObjectDepends(entity_name, referenced_schema, referenced_entity, 

                    referenced_id, level) 

AS ( 

    SELECT entity_name = OBJECT_NAME(referencing_id) 

    ,referenced_schema_name 

    ,referenced_entity_name 

    ,referenced_id 

    ,0 AS level  
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    FROM sys.sql_expression_dependencies AS sed  

    WHERE OBJECT_NAME(referencing_id) = @referencing_entity  

UNION ALL 

    SELECT entity_name = OBJECT_NAME(sed.referencing_id) 

    ,sed.referenced_schema_name 

    ,sed.referenced_entity_name 

    ,sed.referenced_id 

    ,level + 1    

    FROM ObjectDepends AS o 

  INNER JOIN sys.sql_expression_dependencies AS sed 

   ON sed.referencing_id = o.referenced_id 

    ) 

SELECT entity_name,referenced_schema, referenced_entity, level 

FROM ObjectDepends 

ORDER BY level; 

 

 

 依存関係の階層を GUI から参照 

オブジェクト間の依存関係は、Management Studio を利用してグラフゖカルに確認することも可

能です。これは、次のように対象オブジェクトを右クリックして［依存関係の表示］をクリックし

ます。 

 

  

1 

2 

依存関係をグラフゖカル
に確認できる
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SSTTEEPP  44..  SQQLL  SSeerrvveerr  22000088  のの注注目目のの新新機機能能  

をを試試ししててみみよようう！！  

この STEP では、SQL Server 2008 で実装された注目の新機能を試してみましょう。 

この STEP では、次のことを学習します。 

 バックゕップ圧縮（Backup Compression） 

 データ圧縮（Data Compression） 

 変更データ キャプチャ（CDC：Change Data Capture） 

 透過的なデータ暗号化（TDE：Transparent Data Encryption） 

 SQL Server Audit（SQL Server 監査） 

 データ プロフゔ゗ル タスク 

 データ コレクション 

 リソース ガバナ 

 パフォーマンス データ コレクション 

 ポリシー ベースの管理 

 Deprecated Features オブジェクト 

 Spatial データ型 

 FileStream データ型 

 データ パーテゖション ウゖザード 

 マルチ サーバー クエリ 
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4.1 バックアップ圧縮 

 バックアップ圧縮（Backup Compression） 

バックゕップ圧縮は、その名のとおり、バックゕップ データを圧縮できる機能です。圧縮するこ

とによって、バックゕップおよびリストゕ時のデバ゗ス（テープ装置やデゖスクなどのバックゕッ

プ先デバ゗ス）への書き込み / 読み取り量（I/O）を減らすことにより、パフォーマンス向上を実

現できます。 

それでは、これを試してみましょう。サンプル データベースの AdventureWorks に対して、次

のようにバックゕップ圧縮を実行してみましょう。事前に、バックゕップ先となる任意のフォルダ

（C:\test など）を作成してから、次のようにコマンドを実行します。 

-- バックアップ圧縮  

BACKUP DATABASE AdventureWorks  

 TO DISK = 'C:\test\AdventureWorksComp.bak' 

   WITH COMPRESSION 

 

Note: バックアップ先のフォルダの権限に注意 

バックゕップ先のフォルダへは、SQL Server のサービス ゕカウントに対して NTFS の書き込み権限を付与しておかな

いと、エラーが発生します（サービス ゕカウントは、SQL Server の゗ンストール時に設定したゕカウントです）。 

 

このように、通常の BACKUP ステートメントに WITH COMPRESSION を付けるだけで、バッ

クゕップ データを圧縮できるようになります。圧縮後のフゔ゗ル サ゗ズを、圧縮なしのものを比

較すると次のようになります（弊社環境）。 

 

フゔ゗ル サ゗ズは、4 分の 1 以下になり、実行時間は約半分になりました。このように、Backup 

圧縮機能を利用すると、バックゕップ パフォーマンスの向上が見込めます。 

 

 事例 

次のグラフは、筆者のお客様のデータ（45GB のデータベース）を通常バックゕップした場合と、

Backup 圧縮を利用した場合とで比較したものです。 

フゔ゗ルサ゗ズ 実行時間

圧縮なし 167 MB 17 秒

圧縮有り 38.7 MB 9秒
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フゔ゗ル サ゗ズは、15GB から 3.3 GB へ 4 分の 1 以下になり、実行時間は 350 秒から 210

秒へ短縮することができました。また、このときの CPU 利用率は、圧縮なしではほぼセロ近辺を

推移しているのに対し、圧縮ありでは、16%前後を推移していることを確認しています。 

 メンテナンス プラン ウィザードを利用する場合 

メンテナンス プラン ウゖザードを利用して Backup 圧縮を行う場合は、次のように［バックア

ップの圧縮の設定］ドロップダウン リストで「バックアップを圧縮する」を選択します。 

 

なお、デフォルトは、「既定のサーバー設定を使用する」となっていますが、サーバー設定は、次

圧縮ありでも、CPU
は 16%程度を推移

140秒の短縮
40％パフォUP
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のように Management Studio でサーバーのプロパテゖを開いて、［データベースの設定］ページ

から確認できます。 

 

 

 バックアップ圧縮ファイルからのリストア 

バックゕップ圧縮したフゔ゗ルからのリストゕは、通常のリストゕとまったく同じように実行でき

ます。 

RESTORE DATABASE AdventureWorks  

 FROM DISK = 'C:\test\AdventureWorksComp.bak' 

 

Note： リストアのパフォーマンスも向上 

バックゕップ圧縮したフゔ゗ルからのリストゕは、通常のバックゕップからリストゕするよりもパフォーマンスが向上し

ます。これは、デバ゗スからの読み取り量（Read I/O）が削減されるためです。 

 

「バックアップを圧縮する」がチェック
されている場合は、メンテナンス プラン

ウゖザードで「バックゕップを圧縮する」を
指定しなくてもバックゕップ圧縮となる

サーバーを右クリックして
「プロパティ」をクリック

1

3

「データベースの設定」
をクリック

2
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4.2 データ圧縮 

 データ圧縮（Data Compression） 

データ圧縮は、その名のとおり、テーブル内のデータそのものを圧縮できる機能です。圧縮するこ

とによって、デゖスクへの書き込み / 読み取り量（I/O 数）を減らすことにより、パフォーマン

スの向上と、デゖスク コストの削減を期待できる機能です。特に、テーブル スキャンや範囲スキ

ャンなど、大量のデータをまとめて読み取るような場合には、効果が大きいので、データ ウェゕ

ハウス環境では多いに役立つ機能です。 

 設定手順 

それでは、これを試してみましょう。 

1. まずは、「DataCompTestDB」という名前のデータベースを作成し、このデータベース内へ 

AdventureWorks サンプル データベースの SalesOrderDetail テーブルを丸ごとコピーし

た「Sales」テーブルを作成します。 

-- データベースの作成 

CREATE DATABASE DataCompTestDB 

go 

-- SalesOrderDetail テーブルをもとにsales テーブルを作成 

USE DataCompTestDB 

SELECT * INTO sales FROM AdventureWorks.Sales.SalesOrderDetail 

 

2. 次に、データ圧縮を行う前のテーブル スキャン時の読み取り I/O 数（ページ数）と実行時間、

CPU 使用時間を調べます。 

-- 圧縮前のテーブルスキャンの I/O 数と実行時間を取得 

SET STATISTICS IO ON 

SET STATISTICS TIME ON 

 

SELECT * FROM sales 

 

 

論理読み取り数が
1,495

2
1 

実行時間と、CPU
時間に注目

3
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 行圧縮（Row Compression） 

次に、データ圧縮を行ってみましょう。データ圧縮には、行単位での圧縮が行える「行圧縮」（Row 

Compression）と、ページ単位で圧縮が行える「ページ圧縮」（Page Compression）の 2 種類が

あります。 

まずは、行圧縮を試してみましょう。 

3. 行圧縮を行うには、次のように Management Studio で圧縮対象としたいオブジェクトを右

クリックして、［ストレージ］メニューの［圧縮の管理］をクリックします。 

 

すると、「データ圧縮ウゖザード」が起動するので、［次へ］ボタンをクリックします。 

4. 次の「圧縮の種類の選択」画面では、［圧縮の種類］で「Row」を選択し、［計算］ボタンを

クリックします。 

 

これにより、行圧縮を行った場合の予想される圧縮サ゗ズを確認することができます。確認後、

sales テーブル
を右クリック

1

2 

3 

4 

「圧縮の種類」で
「Row」を選択

1

「計算」ボタン
をクリック

2

計算結果（圧縮後の予想
サ゗ズ）が表示される

3

4 
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［次へ］ボタンをクリックして、次へ進みます。 

5. 次の「出力オプションの選択」画面では、「スクリプトの生成」がチェックされていることを

確認して、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

これにより、行圧縮を行うためのスクリプトを生成することができます。 

6. 最後の「データ圧縮ウゖザードの概要」画面では、「完了」ボタンをクリックします。 

 

すると、進行状況画面が表示されるので、状態が「成功」と表示されることを確認してから、

［閉じる］ボタンをクリックします。 

7. 以上で、行圧縮を行うためのスクリプト（ALTER TABLE ～ REBUILD ステートメント）が

クエリ エデゖタへ自動生成されるようになります。 

1 

2 

1

2
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このステートメントは、データ パーテゖションを構成している場合は、パーテゖションごと

に圧縮 / 非圧縮を設定することができるので、「PARTITION=」というキーワードでパーテ

ゖション番号を指定できるようになっています（ALL の場合は、すべてのパーテゖションと

いう意味です）。また、WITH 句の「DATA_COMPRESSION=ROW」が行圧縮を指定して

いる部分です。 

ステートメントを確認後、ツール バーの「実行」ボタンをクリックして、ステートメントを

実行します（実際の行圧縮を実行します）。 

8. 行圧縮が完了したら、手順 2 で実行したクエリと同じクエリを実行し、読み取りページ数と 

CPU 使用時間に注目します。 

 

圧縮前との結果を比較すると、次のようになります。 

 

圧縮率は 31.3%（約 2/3 のサ゗ズ）となり、CPU 時間は 100 ミリ秒程度余分にかかって

いることを確認できます。実行時間は、今回は対象データが少ないので、差が出ていませんが、

データ サ゗ズが大きい場合には、差が出ることになります（後述）。 

このように、行圧縮を行うと、読み取り / 書き込みページ数を減らすことができるので、デ

ゖスク ゕクセスの多い環境では、パフォーマンス向上が期待できます。 

行圧縮を行うための
スクリプトが自動生

成されている

1

「実行」をクリック
2

論理読み取り数が
1,027

（圧縮前は 1,495）

2

1 

実行時間と、CPU
時間に注目

3

論理読み取り数 圧縮率 実行時間 CPU 時間

圧縮なし 1495 ページ（11.7 MB） 1,384 ミリ秒 94 ミリ秒

行圧縮後 1027 ページ（8 MB） 31.3% 1,381 ミリ秒 218 ミリ秒
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 行圧縮の内部動作 

行圧縮は、SQL Server 2005 の SP2（Service Pack 2）以降で提供された vardecimal データ

型と同じような動作（利用していない領域を削る動作）をすることで、圧縮を行う機能です。具体

的には、固定長データ型の利用していない領域を削る（可変長データ型のように扱う）ことで、サ

゗ズを小さくしています。たとえば、int データ型は、4 バ゗トの固定長データ型ですが、0～255

の数値を格納する場合には、1 バ゗トの使用領域で済むので、残りの 3 バ゗トを圧縮することがで

きます。 

 

 

 ページ圧縮（Page Compression） 

ページ圧縮は、行圧縮に加えて、さらにページ単位での圧縮を行うことで、圧縮率を高くした圧縮

が可能な機能です。具体的には、ページ内での重複部分を圧縮（プレフゖックスを圧縮）すること

で、さらにサ゗ズを小さくすることができます。 

 

では、ページ圧縮を試してみましょう。 

9. まずは、手順 7 で生成した ALTER TABLE ステートメントの DATA_COMPRESSION のと

ころを ROW から PAGE へ変更して、ステートメントを実行します。 

USE［DataCompTestDB］ 

ALTER TABLE［dbo］.［sales］REBUILD PARTITION = ALL 

WITH  

( DATA_COMPRESSION = PAGE ) 

int データ型 char(10) データ型

col1

99

88 88

77 77 77

col2

A A A

B B B B

C C C C C C C C

行圧縮で圧縮可能な領域

char 型の場合は、末尾の余分な空白を圧縮可能int 型の場合は、使用していない領域を圧縮可能

99 なら 1バ゗トし
か使用しないので、
3バ゗ト分圧縮可能

行圧縮の例

行圧縮は、固定長データ型を
可変長のように扱うことで圧縮可能！

ページ圧縮では、Prefiix（接頭辞）が
同じものは圧縮可能

ページ圧縮の例

ページ圧縮は、ページ内の
プレフゖックスの重複部分を圧縮！

ROW から PAGE へ変更
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10. ページ圧縮が完了したら、手順 2 で実行したクエリと同じクエリを実行し、実行時間と CPU 

時間、読み取りページ数に注目します。 

 

圧縮前および行圧縮時との結果を比較すると、次のようになります。 

 

圧縮率は 55.5%（半分以下のサ゗ズ）となり、CPU 時間は、行圧縮よりもさらに余分に時

間がかかっていることを確認できます。実行時間は、若干小さくなっていますが、今回は対象

データが少ないので、環境によっては、ほとんど差が出なかったり、逆の結果になる場合もあ

ります（データ サ゗ズが大きい場合の圧縮の効果については後述しています）。 

このように、ページ圧縮を行うと、行圧縮よりもさらに圧縮サ゗ズを小さくすることができ、

読み取り / 書き込みページ数を減らすことができます（その分、CPU 時間を利用することに

なります）。 

 

 事例（1 億件のデータで 4 倍のスピード UP、1/3 以下へ圧縮） 

次のグラフは、筆者のお客様のデータ（約 1 億件のデータ）に対して、テーブル スキャン（全件

スキャン）をともなう検索を行った場合の非圧縮時と、データ圧縮（行圧縮、ページ圧縮）時の実

ページ圧縮へ変更する
ために「PAGE」へ変更

1

「実行」をクリック
2

論理読み取り数が
661

（圧縮前は 1,495）

2

1 

実行時間と、CPU
時間に注目

3

論理読み取り数 圧縮率 実行時間 CPU 時間

圧縮なし 1495 ページ（11.7 MB） 1,384 ミリ秒 94 ミリ秒

行圧縮後 1027 ページ（8 MB） 31.3% 1,381 ミリ秒 218 ミリ秒

ページ圧縮後 666 ページ（5.2 MB） 55.5% 1,369 ミリ秒 266 ミリ秒



SQL Server 2008 自習書シリーズ 注目の新機能を試してみよう！ 

53 

行時間と CPU 時間などを比較したものです。 

 

 

ページ圧縮により、67.6%の圧縮率（1/3 以下の圧縮）にすることができ、実行時間は 100 から 

25.8 へ短縮（約 4 倍のスピード UP）にもなっています。また、行圧縮の場合にも 32.1%の圧

縮率（約 2/3 に圧縮）、実行時間は 100 から 66.2 へ短縮（約 1.5 倍のスピード UP）という結

果を得ることができました。その分、CPU パワーは、余分に使うようになるので、それとのトレ

ード オフになります。したがって、データ ウェゕハウス環境のように、デゖスク I/O がボトル

ネックになりやすい環境では、データ圧縮機能によるパフォーマンス向上が多いに期待できます。 

 

100

66.2

25.8

0

20

40

60

80

100

120

非圧縮 行圧縮 ページ圧縮

実
行
時
間
（
相
対
値
）

非圧縮 行圧縮 ページ圧縮

100

114.2

133.8

80

90

100

110

120

130

140

非圧縮 行圧縮 ページ圧縮

C

P

U
使
用
時
間
（
相
対
値
）

非圧縮 行圧縮 ページ圧縮

実行時間の比較（非圧縮時を 100 とした場合） CPU 使用時間の比較（非圧縮時を 100 とした場合）

論理読み取り数 圧縮率
実行時間
（相対値）

CPU 時間
（相対値）

圧縮なし 1,451,495 ページ 100 100

行圧縮後 985,152 ページ 32.1% 66.2 114.2

ページ圧縮後 469,984 ページ 67.6% 25.8 133.8
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4.3 変更データ キャプチャ（CDC： Change Data Capture） 

 変更データ キャプチャ 

変更データ キャプチャ（CDC： Change Data Capture）は、UPDATE や INSERT、DELETE ス

テートメントによる更新履歴を保管できる（変更データをキャプチャできる）機能です。これによ

り、Oracle 11g における Total Recall 機能のように、指定した時間の過去のデータを参照した

り、オペレーション ミス時のデータ回復などで利用できるようになります。変更データ キャプチ

ャは、悪意のあるユーザーによって、データが改ざんされた場合などに、改ざんされる前のデータ

を復旧する目的としても利用することができます。 

 設定手順 

それでは、これを試してみましょう。 

1. 変更データ キャプチャは、内部的には SQL Server Agent サービス機能を利用しているの

で、まずは SQL Server Agent サービスを開始しておく必要があります。SQL Server Agent 

サービスを開始するには、Management Studio から次のように操作します。 

 

2. 次に、変更データ キャプチャ機能を試すために「CDCtestDB」という名前のデータベース

を作成します。 

CREATE DATABASE CDCtestDB 

 

3. 次に、このデータベースに対して「sp_cdc_enable_db」ストゕド プロシージャを実行し

て、変更データ キャプチャ（CDC）を有効に設定します。 

USE CDCtestDB 

EXEC sys.sp_cdc_enable_db 

 

1 

↓

1 
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4. 続いて、NorthwindJ データベースの「商品」テーブルをもとに、CDCtestDB データベース

内へ「商品」テーブルを作成します。 

USE CDCtestDB 

 

-- 商品テーブルの作成 

SELECT * INTO 商品 FROM NorthwindJ..商品 

 

-- データの確認 

SELECT * FROM 商品 

 

 

5. 次に、作成した「商品」テーブルに対して、「sp_cdc_enable_table」ストゕド プロシー

ジャを実行して、CDC を有効に設定します。 

USE CDCtestDB 

go 

EXEC sys.sp_cdc_enable_table  

     @source_schema = N'dbo' 

    ,@source_name = N'商品' 

    ,@role_name = N'cdc_Admin' 

 

 

以上で、変更データ キャプチャの設定が完了です。 



SQL Server 2008 自習書シリーズ 注目の新機能を試してみよう！ 

56 

Note： SQL Server Agent サービスを開始していない場合のエラー 

もし、SQL Server Agent サービスを開始していない場合は、上記のステートメントを実行したときに、次のエラ

ーが返されます。 

 

必ずサービスを開始しておくようにしましょう。 

なお、サービス開始後に、再度 sp_cdc_enable_table を実行したときに、次のエラーが出る場合があります。 

 

この場合は、sp_cdc_disable_table を利用して、一度テーブルに対する変更データ キャプチャを無効にした後に、

再度 sp_cdc_enable_table を実行してください。 

 

 

 更新履歴の参照（スキーマ名_テーブル名_CT テーブル） 

変更データ キャプチャを有効にすると、「dbo_商品_CT」のように「スキーマ名_テーブル名_CT」

という名前のテーブルが自動的に作成されて、このテーブルへ更新履歴が記録されていくようにな

ります（スキーマについては、本自習書シリーズの「ログ゗ン認証とオブジェクト権限」で詳しく

説明しています）。 

 

変更データ キャプチャを設定したこと
によって作成される内部テーブル。

cdc スキーマ内へ作成される
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それでは、これを確認してみましょう。まずは、UPDATE / INSERT / DELETE ステートメント

を実行して、商品テーブルのデータを更新します 

-- データの変更 

UPDATE 商品 SET 商品名 = 'XXX' WHERE 商品コード = 1 

 

-- データの追加 

INSERT INTO 商品(商品コード, 商品名, 生産中止) VALUES (199, 'AAAAAA', 1) 

 

-- データの削除 

DELETE FROM 商品 WHERE 商品コード = 2 

 

-- データが更新されたことを確認 

SELECT * FROM 商品 

 

 

次に、更新履歴が格納されているテーブル「dbo_商品_CT」（cdc スキーマ）を参照します。 

SELECT * FROM cdc.dbo_商品_CT 

 

 

このように「dbo_商品_CT」テーブルの Operation 列を参照することで、更新前データか更新

後データなのか、INSERT / DELETE されたデータなのかを確認することができます。また、変更

データ キャプチャは、トランザクション ログへ記録された更新情報をもとにした機能なので、

start_lsn と end_lsn など LSN（Log Sequence Number：ログ順序番号）によって、更新時

刻（や順序）を管理しています。 

追加された商品
199

更新された商品
果汁100%オレンジ

から XXX へ

商品 2 を削除

商品テーブルの列と同じ構成に加えて、
LSN 値や Operation などが格納される

Start_LSN 値（トランザクショ
ン ログ内の開始 LSN 番号）

Operation 列で操作の種類を確認可能

4 update（変更後データ）
3 update（変更前データ）
2 insert
1 delete

変更前のデータ「果汁100%オレンジ」

変更後のデータ「XXX」

追加されたデータ「199」削除されたデータ「2」
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 時間指定による過去データの参照 

変更データ キャプチャでは、特定の時間を指定して、昔のデータの参照することも簡単に行えま

す。変更データ キャプチャでは、「lsn_time_mapping」という名前のテーブルが自動的に作成

されて、LSN と時刻とのマッピングが管理されているからです。これは、次のように確認できま

す。 

SELECT * FROM cdc.lsn_time_mapping 

 

 

このマッピング テーブルは、「fn_cdc_map_time_to_lsn」関数を利用すると、時刻をもとに 

LSN 番号を取得することができるので、この LSN 番号を「fn_cdc_get_all_changes_テーブ

ル名」関数へ与えるようにすると、特定の時間の範囲を指定して、昔のデータを参照できるように

なります。これは次のように利用できます。 

/*-------------------------------------------------------------- 

 2008/03/23 20:51:22 以降から現在までの間に更新されたデータの参照 

---------------------------------------------------------------*/ 

DECLARE @begin_time datetime = '2008/03/23 20:51:22' 

DECLARE @end_time   datetime = GETDATE() 

DECLARE @from_lsn binary(10), @to_lsn binary(10) 

 

-- fn_cdc_map_time_to_lsn 関数によりLSN（ログ順序番号）の取得 

SELECT @from_lsn  = sys.fn_cdc_map_time_to_lsn('smallest greater than or equal', @begin_time) 

SELECT @to_lsn  = sys.fn_cdc_map_time_to_lsn('largest less than or equal', @end_time) 

 

-- fn_cdc_get_all_changes_dbo_商品関数 

SELECT * FROM cdc.fn_cdc_get_all_changes_dbo_商品(@from_lsn, @to_lsn, 'all') 
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4.4 透過的なデータ暗号化（TDE: Transparent Data Encryption） 

 透過的なデータ暗号化 

透過的なデータ暗号化は、データベース内のオブジェクトをすべて暗号化できる機能です。従来の

バージョンの SQL Server 2005 では、EncryptByKey と DecryptByKey を利用した暗号化

機能が提供されていましたが、この機能を利用するには、ゕプリケーションを修正する必要があり

ました。そこで、SQL Server 2008 からは、ゕプリケーションを修正しなくてもよい（ゕプリケ

ーションからは透過的に利用できる）暗号化機能として、透過的なデータ暗号化機能が提供されま

した。 

透過的なデータ暗号化では、データベースに対して暗号化を設定するだけで、データベース内のす

べてのオブジェクトを暗号化できるようになります（データ フゔ゗ル全体を暗号化することがで

きます）。また、バックゕップ フゔ゗ルも自動的に暗号化されるようになります。 

これにより、データ フゔ゗ル（.mdf）やハード デゖスクが盗難に遭ったり、バックゕップ テー

プが持ち出されてたとしても、（暗号が解読されない限り）データが読み取られることはありませ

ん。 

それでは、これを試してみましょう。 

 設定手順 

1. まずは、「enc」という名前のデータベースを任意の場所（C:\ など）へ作成します（CREATE 

DATABASE が失敗する場合は、「C:\」への書き込み権限を与えてください）。 

USE master 

go 

CREATE DATABASE enc 

ON PRIMARY 

 ( NAME = 'enc', 

   FILENAME = 'C:\enc.mdf' ) 

 

2. 次に、CREATE MASTER KEY ENCRYPTION ステートメントを利用して、マスター キー

を作成します。 

USE master 

go 

CREATE MASTER KEY ENCRYPTION 

 BY PASSWORD = '<StrongPassword>' 

 

 

強固なパスワード
を設定します
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3. 次に、 CREATE CERTIFICATE ステートメントを利用して、サーバー証明書を

「MyServerCert」 という名前で作成します。 

CREATE CERTIFICATE MyServerCert 

 WITH SUBJECT = 'My Certificate' 

 

 

4. 続いて、前の手順で作成したサーバー証明書を利用して、データベース暗号化キーを作成しま

す（CREATE DATABASE ENCRYPTION KEY ステートメントを利用します）。暗号化ゕル

ゴリズムには、AES_128、AES_192、AES_256、3DES を選択できますが、ここでは 

AES_128 を指定しています。 

USE enc 

go 

CREATE DATABASE ENCRYPTION KEY 

 WITH ALGORITHM = AES_128 

  ENCRYPTION BY SERVER CERTIFICATE MyServerCert 

 

 

実行後、証明書のバックゕップに関する警告が表示されますが、これについては、後述します。 

5. 次に、ALTER DATABASE ステートメントを利用して、データベースに対して透過的なデー

タ暗号化を有効化します。 

ALTER DATABASE enc 

 SET ENCRYPTION ON 

 

 

以上で設定が完了です。 
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次に、この「enc」データベース内へテーブルを作成して、データを追加し、バックゕップを

実行してみましょう。 

USE enc 

go 

-- テーブルの作成 

CREATE TABLE t1 

( a int , b varchar(100) ) 

 

-- データを 3件追加 

INSERT INTO t1 

 VALUES 

  (1, 'aaaaaaaaaa') 

 ,(2, 'あいうえお') 

 ,(3, '暗号化されている？？？') 

  

SELECT * FROM t1 

 

-- データベースのバックアップ 

BACKUP DATABASE enc 

 TO DISK = 'C:\enc.bak' 

 

 

次に、正しく暗号化されたかどうかを確認するために、SQL Server サービスを停止し、停止

が完了した後に、データ フゔ゗ル「C:\enc.mdf」を任意のバ゗ナリ エデゖタ（Stirling な

ど）で開いてみましょう。 

 

暗号化されている
ことを確認
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バ゗ナリ エデゖタで開いても、どういったデータが格納されているかを読み取ることはでき

ず、きちんと暗号化されていることを確認できます。同じように、バックゕップ フゔ゗ル

「C:\enc.bak」についても暗号化がされていることを確認しておきましょう。 

なお、暗号化をしていないデータベースをバ゗ナリ エデゖタで開いた場合は、次のようにデ

ータを読み取ることが可能です。 

 

 GUI での設定方法 

手順 4「データベース暗号化キーの作成」と手順 5「データベース対して暗号化を有効」について

は、Management Studio から GUI ベースで設定することもできます。これは、次のように対象

となるデータベースを右クリックして［タスク］メニューの［データベース暗号化の管理］をクリ

ックして行えます。 

 

 

暗号化を設定していな
いデータベースでは、
バ゗ナリ エデゖタから

データを確認可能

2 

1 

3 

4 
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 別マシンでのリストアはエラー 

透過的なデータ暗号化を設定したデータベースのバックゕップは、別のマシンでリストゕしようと

すると、次のエラーが発生します。 

 

サーバー証明書が存在しないので、リストゕができないという主旨です。このように、バックゕッ

プ フゔ゗ルが持ち出されたとしても、簡単にはリストゕできないようになっていて、かつ中身が

暗号化されているので、安全性が高いものとなっています。 

また、データ フゔ゗ル（.mdf）を別マシンでゕタッチしようとすると、同様のエラーが発生しま

す。 

 

このように、データ フゔ゗ルについても、簡単にゕタッチできないようになっています。 

 サーバー証明書のバックアップとリストア 

開発機から本番機へ、あるいはその逆へなど、別マシンへデータを移動させたい場合には、サーバ

ー証明書（と秘密キー）のバックゕップを次のように実行しておく必要があります。 

BACKUP CERTIFICATE MyServerCert 

 TO FILE = 'C:\MyServerCert' 

 WITH PRIVATE KEY 

  ( FILE = 'C:\MyPrivKey' 

  , ENCRYPTION BY PASSWORD = 'P@ssword' ) 

 

 

BACKUP CERTIFICATE ステートメントを利用して、フゔ゗ルへバックゕップを格納し、WITH 
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PRIVATE KEY オプションを付けて、秘密キーもバックゕップしておく必要があります。このと

きに指定するパスワードは、推測されにくい強固なパスワードにし、そのパスワードが簡単に漏れ

ないように注意しておく必要があります。これで証明書と秘密キーをフゔ゗ルへエクスポートする

ことができました。 

次に、バックゕップしたフゔ゗ル（証明書と秘密キー）を別マシンへ物理的にコピーし、次のよう

に CREATE CERTIFICATE ステートメントを利用して、リストゕ（゗ンポート）します。 

-- マスターキーの作成 

CREATE MASTER KEY ENCRYPTION 

 BY PASSWORD = '<StrongPassword>' 

go  

-- サーバー証明書のリストア（インポート） 

CREATE CERTIFICATE MyServerCert  

 FROM FILE = 'C:\MyServerCert' 

 WITH PRIVATE KEY 

  ( FILE = 'C:\MyPrivKey' 

  , DECRYPTION BY PASSWORD = 'P@ssword' ) 

 

 

サーバー証明書のリストゕ（フゔ゗ルからの作成）には、マスターキーを作成しておく必要がある

ので、まずマスタ キーを作成しています。 

リストゕ時には、複合化（DECRYPTION）のためのパスワードを、バックゕップ時に指定したの

と同じものを指定します。これで、サーバー証明書のリストゕが完了です。 

このように同じサーバー証明書がリストゕされている環境であれば、透過的なデータ暗号化を設定

したデータベースをリストゕして、データを参照することが可能です。 
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4.5 SQL Server Audit（SQL Server 監査） 

 SQL Server Audit 

SQL Server Audit（SQL Server 監査）機能は、SQL Server に対して発行されたすべての操作

を監査（ログ記録）できる機能で、J-SOX 法（日本版 SOX 法）や内部統制などのコンプライア

ンス（法令遵守）を実現するために欠かせない機能になります。この機能を利用すれば、「いつ」「誰

が」「どのデータベースに対して」「どんなステートメント」を実行したのかを記録したり、特権ユ

ーザー（管理権限を持ったログ゗ン ゕカウント）の不正利用を記録したりできるようになるので、

J-SOX 法で求められる財務諸表に対する「監査（Audit）」（ログ記録による虚偽表示対策）の実現

や、顧客情報の漏えい対策、内部統制の実現など、昨今求められているセキュリテゖ要件を実現す

ることができます。 

 操作手順 

それでは、SQL Server Audit を試してみましょう。 

1. まずは、新しく監査を作成して、監査ログの記録場所を指定します。監査を作成するには、次

のように Management Studio のオブジェクト エクスプローラで［セキュリティ］フォル

ダを展開して、［監査］フォルダの［新しい監査］をクリックします。 

 

これにより、「監査の作成」ダ゗ゕログが表示されるので、［監査名］へ「AuditTest」など任

意の名前を入力し、［ファイル パス］へ「C:\」など任意の場所を入力して、フゔ゗ルへ監査

ログが記録されるようにします。入力後、［OK］ボタンをクリックしてダ゗ゕログを閉じます。 

1 

2 

3 

4 



SQL Server 2008 自習書シリーズ 注目の新機能を試してみよう！ 

66 

Note： ファイル以外の格納先 

監査ログは、フゔ゗ルのほかに Windows のアプリケーション ログまたはセキュリティ ログへ記録することも可

能です。これは、次のように［監査の出力先］から変更できます。 

 

 

Note： 監査ログのエラー時のシャットダウン 

次のように［監査ログのエラー時にサーバーをシャットダウンする］をチェックした場合は、監査ログへの書き込

みが失敗したときに、SQL Server をシャットダウンすることができます。これにより、デゖスク障害時などで、

監査ログが記録できない場合に、SQL Server を停止できるようになります。 

 

 

2. 続いて、［監査］フォルダを展開して、作成した監査（AuditTest）を右クリックし、［監査の

有効化］をクリックします。 

 

↓

1 

2 
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 ログイン アカウントの変更履歴の監査 

次に、ログ゗ン ゕカウント（プリンシパル）の作成やパスワード変更など、ログ゗ン ゕカウント

に対する変更操作が行われたことをログへ記録するための監査を作成してみましょう。 

3. ログ゗ン ゕカウントなど、SQL Server 全体に関係するサーバー レベルの監査を作成するに

は、次のように［セキュリティ］フォルダの［サーバー監査の仕様］を右クリックして［新し

いサーバー監査の仕様］をクリックします。 

 

4. これにより、「サーバー監査の仕様の作成」ダ゗ゕログが表示されるので、［監査］で前の手順

で利用した「AuditTest」を選択します。 

 

［監査アクションの種類］では「LOGIN_CHANGE_PASSWORD_GROUP」（パスワード

の変更）と「SERVER_PRINCIPAL_CHANGE_GROUP」（サーバー プリンシパルの変更）

を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

1 

1 

「LOGIN_CHANGE_PASS
WORD_GROUP」を選択

2

「SERVER_PRINCIPAL_C
HANGE_GROUP」を選択

3

4
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5. 次に、作成したサーバー監査の仕様（既定では ServerAuditSpec ～ という名前）を右ク

リックして［サーバー監査の仕様の有効化］をクリックします。 

 

以上で設定が完了です。これで、ログ゗ン ゕカウント（プリンシパル）の変更（作成 / 変更 

/ 削除）とパスワードの変更が行われたことをログへ記録できるようになります。 

6. 続いて、次のように操作して、任意のログ゗ン ゕカウントを作成します。 

 

7. 次に、作成したログ゗ン ゕカウントのプロパテゖを開いて、パスワードを適当なものへ変更

します。 

↓

1 

2 

1 

2 

3 
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8. 以上の操作が監査ログへ記録されたことを確認するために、次のように［セキュリティ］フォ

ルダの［監査］フォルダにある監査（AuditTest）を右クリックして、［監査ログの表示］を

クリックします。 

 

パスワードの変更は、［アクション ID］が［RESET PASSWORD］と表示され、ログ゗ン ゕ

カウントの作成は、［CREATE］と表示されたログが記録されていることを確認できます。ま

た、ログには、ステートメントが実行された時刻や、実行ユーザー（プリンシパル名）、実際

に実行されたステートメントなどが記録されていることも確認できます。 

このように、SQL Server Audit 機能を利用すると、ログ゗ン ゕカウントに対する変更履歴を

すべてログへ記録できるようになるので、ログ゗ン ゕカウントを不正利用（管理者ゕカウン

1 

2 

3 

1 

ゕクションID が RESET
PASSWORD（パスワード変更）

ステートメントを実行
したユーザー

時刻

実行された
ステートメント
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トのパスワードを変更されたり、管理者ゕカウントが勝手に作られるなど）をログへ記録でき

るようになります。 

 コマンドでログの参照： fn_get_audit_file 

監査ログは、fn_get_audit_file システム関数を利用すると、コマンドから参照することもでき

ます。これは、次のように利用します。 

SELECT statement, action_id, class_type, * 

FROM sys.fn_get_audit_file ('C:\AuditTest*', null, null) 

 

 

この関数は、第１引数へログ フゔ゗ルへのパス（* はワ゗ルドカード）を指定して、該当するフ

ゔ゗ルが複数ある場合には、それらをまとめて読み取ることができます。 

このようにステートメントを利用して、ログを参照することもできるので、GROUP BY 演算など

と組み合わせて実行すれば、集計レポート（Weekly レポートや Monthly レポートなど）も簡単

に作成できるようになります。 

具体的なレポートの作成方法については、SQL Server 2008 徹底検証シリーズの以下のドキュメ

ントに詳しく記載されています。 

「コンプラ゗ゕンス実現のためのガ゗ドラ゗ン」 

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/bible/cqi.mspx 

 

 そのほかのサーバー監査の仕様 

サーバー監査の仕様には、「FAILED_LOGIN_GROUP」でログ゗ンの失敗を記録したり、

「SERVER_PERMISSION_CHANGE_GROUP」で SQL Server レベルの権限の変更を記録し

たり、「AUDIT_ CHANGE_GROUP」で監査が変更（作成 / 変更 / 削除）されたことを記録で

きるなど、セキュリテゖ強化・コンプラ゗ゕンス実現のための仕様がたくさん用意されています。

これらは、オンラ゗ン ブックの以下の場所へ詳しく記載されているので、ぜひ参考にしてくださ

い。 

 「データベース エンジン」→「セキュリテゖと保護」→「セキュリテゖで保護された操作」 

   →「SQL Server の暗号化」→「監査（データベース エンジン）」 

     →「SQL Server Audit について」→「SQL Server 監査のゕクション グループとゕクション」 

実行された
ステートメント

発生時刻ゕクションID。CR は CREATE、
PWR は PASSWORD CHANGE

ゕクションID の分類
SL は SQL LOGIN

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/bible/cqi.mspx
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 データベースに対する操作履歴の監査 

SQL Server Audit では、SQL Server に対するあらゆる操作を監査することができるので、デー

タベースに対する操作（SELECT や INSERT、UPDATE、DELETE など）も、もちろん監査（ロ

グ記録）することができます。 

 設定手順 

それでは、これを試してみましょう。ここでは、NorthwindJ データベース内の「得意先」テー

ブルに対して「SELECT」ステートメントが実行されたことをログへ記録する監査（Audit）を作

成してみましょう（NorthwindJ データベースのセットゕップ方法については、Step 1.3 の手順

を参考にしてください）。 

1. まずは、［データベース］フォルダの［NorthwindJ］データベースを展開して、［セキュリテ

ィ］フォルダの［データベース監査の仕様］を右クリックし、［新しいデータベース監査の仕

様］をクリックします。 
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これにより、「データベース監査の仕様の作成」ダ゗ゕログが表示されるので、［監査］で前の

手順で作成した「AuditTest」を選択し、［監査オブジェクトの種類］で「SELECT」を選択

します。 

2. 次に、［オブジェクト名］の［...］をクリックして、次のように「オブジェクトの選択」ダ゗

ゕログで［参照］ボタンをクリックして、「得意先」テーブルを選択します。 

 

1 

2 

3

「...」ボタンを
クリック

1

2 

「得意先」をチェック
3

4 

5 
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3. 続いて、次のように［プリンシパル名］の［...］をクリックして、「オブジェクトの選択」ダ

゗ゕログで［参照］ボタンをクリックして、「dbo」データベース ユーザーを選択します。 

 

このように設定することで、NorthwindJ データベース内の「得意先」テーブルに対して、「dbo」

ユーザーから「SELECT」ステートメントが実行された場合に、ログへ記録できるようになり

ます。設定を確認後、［OK］ボタンをクリックして、ダ゗ゕログを閉じます。 

4. 次に、作成したデータベース監査の仕様（既定では DatabaseAuditSpec ～ という名前）

を右クリックして［データベース監査の仕様の有効化］をクリックします。 

 

「...」ボタンを
クリック

1

2 

「dbo」をチェック
3

4 

5 

1 

↓

2 
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以上で監査の設定が完了です。 

 監査ログの記録とログの参照 

5. 次に、監査対象の「得意先」テーブルに対して、次のように SELECT ステートメントを実行

して、監査ログへ記録されるかどうかを確認します（この手順は、dbo ユーザーにマッピン

グされる SQL Server の管理者ゕカウントから実行してください）。 

 

6. 続いて、監査ログを参照します。［セキュリティ］フォルダの［監査］フォルダにある監査

（AuditTest）を右クリックして、［監査ログの表示］をクリックします。 

 

「得意」テーブルを右ク
リックして「上位 1000行

の選択」をクリック

1

得意先テーブルに対する
SELECT ステートメント

が自動実行される

1 

ゕクションID
が SELECT

ログ゗ン ID

時刻

実行された SELECT
ステートメント
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ログの中で、［アクション ID］へ「SELECT」と表示されている゗ベントを確認することがで

きます。この中身を参照すると、前の手順で実行した SELECT ステートメントが記録され、

そのステートメントを実行したユーザー（ログ゗ン ID）と実行した時刻などを確認すること

ができます。 

このように、SQL Server Audit を利用すると、データベースに対するあらゆる操作を監査（ロ

グ記録）できるので、「得意先」や「顧客」テーブルなどを監査すれば、顧客情報（クレジッ

ト カードや個人情報など）の漏えいが発生した場合の証跡を残せるようになります。また、

特権ユーザー（管理者権限を持ったゕカウント）の操作履歴（SQL Server に対する管理操作

やデータ操作）をすべて監査しておけば、不正利用（管理者ゕカウントを悪用したデータの盗

難やトロ゗の木馬の設置など）を監視できるようになります。 

以上のように、SQL Server Audit は、J-SOX 法（日本版 SOX 法）や内部統制などのコン

プラ゗ゕンス（法令遵守）の実現およびセキュリテゖの強化には、不可欠な機能になります。

従来のバージョンのプロフゔ゗ラ（SQL Server Profiler）でも、同様に監査ログを記録する

ことができますが、プロフゔ゗ラとの違いは、SQL Server Audit のほうが設定が容易で、か

つパフォーマンスが良い（監査のオーバーヘッドがプロフゔ゗ラよりも小さい）という点です。

ぜひ、活用してみてください。 

プロフゔ゗ラと SQL Server のパフォーマンス比較については、SQL Server 2008 徹底検

証シリーズの以下のドキュメントに詳しく記載されています。 

「コンプラ゗ゕンス実現のためのガ゗ドラ゗ン」 

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/bible/cqi.mspx 

 

 

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/bible/cqi.mspx
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4.6 データ プロファイル タスクによるデータの分布状況の表示 

 データ プロファイル タスク 

データ プロフゔ゗ル タスクは、データの分布状況や、データの長さの分布状況、NULL 値の割合

などを表示できる便利な機能です。特に、゗ンデックス チューニング時などにデータの分布状況

を確認できるのは大変便利です。 

 

データ プロフゔ゗ル タスクは、SQL Server Integration Services（SSIS）のタスクとして実装

され、出力結果を「Data Profile Viewer」ツールを利用してグラフゖカルに参照することができ

ます。 

それでは、これを試してみましょう。 

 設定手順 

1. まずは、Business Intelligence Development Studio を起動して、次のように新しいプ

ロジェクトを作成します。 

 

2. 次に、ツールボックスから［データ プロファイル タスク］を［制御フロー］へドラッグ ゕ

ンド ドロップして配置します。 

「フゔ゗ル」メニューの「新規作成」
から「プロジェクト」をクリック

1 

プロジェクトの種類から「ビジネス
゗ンテリジェンス プロジェクト」を
選択

2 

「Integration Services
プロジェクト」を選択

3 

任意のプロジェクト名を入力
4

「OK」をクリック
5
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3. 次に、新しい ADO.NET 接続 を作成するために、［接続マネージャ］ペ゗ン内の任意の領域

で右クリックして、［新しい ADO.NET 接続］をクリックします。 

 

すると、［ADO.NET の接続マネージャの構成］ダ゗ゕログが表示されるので、［新規作成］ボ

タンをクリックします。 

4. これにより、［接続マネージャ］ダ゗ゕログが表示されるので、接続先のサーバー名とデータ

ベースを選択します。 

 

ツールボックスから「データ プロフゔ゗ル タスク」を
「制御フロー」へドラッグ ＆ドロップ

1 

「接続マネージャ」ペ゗ン
1 

「新規作成」をクリック
3

任意の場所を右クリック
して「新しい ADO.NET
接続」をクリック

2

↓

SQL Server の
名前を入力

1

「OK」をクリック
3

NorthwindJ データ
ベースを選択

2
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5. 接続先の設定後、［ADO.NET の接続マネージャの構成］ダ゗ゕログへ戻ったら、［OK］ボタ

ンをクリックします。 

6. 次に、データの分布状況を調査するテーブルを指定するために、［制御フロー］へ配置した［デ

ータ プロファイル タスク］を右クリックして［編集］をクリックします。 

 

［データ プロフゔ゗ル タスク エデゖタ］ダ゗ゕログが表示されたら、［クイック プロファ

イル］ボタンをクリックします。 

7. これにより、［単一テーブル ク゗ック プロフゔ゗ル フォーム］ダ゗ゕログが表示されるので、

次のように［接続］へ前の手順で作成した ADO.NET 接続 を選択して、［テーブルまたはビ

ュー］で「商品」テーブルを選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

8. ［データ プロフゔ゗ル タスク エデゖタ］ダ゗ゕログへ戻ったら、［OK］ボタンをクリック

します。 

「編集」を
クリック

1

「ク゗ック プロフゔ゗ル」
をクリック

2

↓

前の手順で作成した
ADO.NET 接続を選択

1

「OK」をクリック
3

「商品」テーブルを選択
2

どのようにプロ
フゔ゗ルを取得す
るかの設定
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9. 次に、出力結果を書き出すフゔ゗ルを設定するために、再度［制御フロー］へ配置した［デー

タ プロファイル タスク］を右クリックして［編集］をクリックし、［データ プロフゔ゗ル タ

スク エデゖタ］ダ゗ゕログを表示します。 

 

［Destination］で「新しいファイル接続」を選択し、表示された［フゔ゗ル接続マネージャ 

エデゖタ］で、［使用法の種類］で「ファイルの作成」を選択して、［フゔ゗ル］に

「C:\test\product.xml」と入力し（フォルダ名は使用している環境に応じて適宜変更して

ください）、［OK］ボタンをクリックします。 

10. ［データ プロフゔ゗ル タスク エデゖタ］ダ゗ゕログへ戻ったら、［OK］ボタンをクリック

します。 

「OK」をクリック
1

「Destination」で「新し
いフゔ゗ル接続」を選択

2

「フゔ゗ルの作成」を選択
3

「編集」を
クリック

1

「C:¥test¥product.xml」と入力
4

「OK」をクリック
5

↓

↓
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11. 次に、データ プロフゔ゗ル タスク を実行するために、［デバッグ］メニューの［デバッグ開

始］をクリックします。 

 

12. デバッグの実行中は［制御フロー］へ配置した［データ プロフゔ゗ル タスク］が黄色で表示

され、実行が完了すると緑色に変わります。デバッグが完了したら、［デバッグ］メニューの

［デバッグの停止］をクリックします。 

 

実行が完了すると、手順 9 で設定した出力結果フゔ゗ル（C:\test\product.xml）へデータ

の分布情報が書き込まれています。 

 

 Data Profile Viewer で出力結果の参照 

13. 次に、出力結果を参照するために、［スタート］メニューの［すべてのプログラム］から、

［Microsoft SQL Server 2008］を選択し、［Integration Services］の［Data Profile 

Viewer］をクリックし、「Data Profile Viewer」ツールを起動します。 

「OK」をクリック
1

「デバッグ」メニュー
の「デバッグ開始」を
クリック

1

実行中は黄色で表示さ
れ、実行が完了すると
緑色に変わる

1

「デバッグ」メニュー
の「デバッグ停止」を
クリック

2
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なお、x64 マシン環境では、CU1（累積的な修正プログラム）を゗ンストールしておかない

と、Data Profile Viewer が正しく動作しないので、Step1 で説明した CU1 を゗ンストー

ルしておいてください。 

14. Data Profile Viewer のツールバーで［開く］をクリックして、次のように出力結果フゔ゗ル

（C:\test\product.xml）を開きます。 

 

15. Data Profile Viewer で NorthwindJ データベースを展開し、次のように［列の値分布プロ

ファイル］をクリックすると、右ペ゗ンに、商品テーブルの列名が一覧されることを確認でき

ます。 

 

列名の一覧から、「商品名」をクリックすると、商品名データが表示されることを確認できま

1 

「C:¥test¥product.xml」
フゔ゗ルを選択

2

「開く」をクリック
3

「開く」をクリック
1

「列の値分布プロフゔ
゗ル」をクリック

2

「商品」テーブ
ルを展開

1

商品名が
一覧される

4

「商品名」を
クリック

3
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す。 

16. 次に、右ペ゗ンの列の一覧から「区分コード」をクリックして、区分コードごとのデータの件

数を参照します。 

  

17. 続いて、次のように「4」のデータを選択して、［クエリ］ボタンをクリックし、区分コード

が「４」のデータを参照します。 

 

このように、Data Profile Viewer では、実際のデータも参照することができます。 

「区分コード」列（商品区分）
をクリック

1

商品区分 4 番の商品が 14件 あり、
それが全体の 11.3821％ であることが分かる

2

商品区分 4番を選択
1 

ココをクリック
2

商品区分 4 番の商品
一覧を取得できる

3
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18. 次に、「商品」テーブルの「列長分布プロファイル」をクリックして、右ペ゗ンの列の一覧か

ら「商品名」列をクリックし、商品名データの長さの分布状況を参照します。 

 

このように データ プロフゔ゗ル タスク および Data Profile Viewer を利用すると、デー

タの分布状況を簡単に参照することができるので大変便利です。 

 

「列長分布プロフゔ゗ル」
をクリック

1

「商品名」をクリック。
データの最小の長さが 3文字、

最大の長さが 13文字であると分かる

2

商品名の 長さが 7 文字のデータが 22件あり
それが全体の 17.8862％ であることが分かる

3
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4.7 データ コレクションによる定期的なデータ収集 

 データ コレクション（データ収集） 

データ コレクションは、定期的なデータ収集が行える機能で、パフォーマンス チューニング時に

大変役立つ機能です。データ コレクションでは、任意の Transact-SQL ステートメントと、パフ

ォーマンス カウンタ、トレースからデータを収集することができるので、パフォーマンス状況を

監視できる動的管理ビュー（DMV：Dynamic Management View）を定期的にクエリしたり、CPU 

やメモリなどのパフォーマンス カウンタを定期的に取得するといった使い方ができます。 

それでは、これを試してみましょう。 

 設定手順 

ここでは、Transact-SQL ステートメント（GETDATE 関数で現在時刻を取得する SELECT ステ

ートメント）を定期的に実行し、その結果を収集する手順を説明します。 

1. データ コレクションは、内部的には SQL Server Agent サービスの機能を利用しているの

で、まずは SQL Server Agent サービスを開始しておく必要があります。 

2. データ コレクションでは、収集したデータをデータベースへ格納する前に、一時的にデータ

を保存する場所として、Windows 上のフォルダを利用するので、その格納先となるフォルダ

を 事 前 に 作 成 し て お く 必 要 が あ り ま す 。 こ こ で は 、 エ ク ス プ ロ ー ラ か ら 、

「C:\DataCollectionTemp」という名前のフォルダ（ドラ゗ブ名は使用している環境によ

って適宜変更してください）を作成しておきます。 

3. 次に、オブジェクト エクスプローラの［管理］フォルダを展開し、［データ コレクション］

を右クリックして、［管理データウェアハウスの構成］をクリックします。 

 

すると、［管理データ ウェアハウス構成ウィザード］が起動するので、［次へ］ボタンをクリ

ックして、次のページへ進みます。 

「データ コレクション」を右クリックして
「管理データ ウェゕハウスの構成」をクリック

1 

「次へ」をクリック
2
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4. 最初のページでは、［管理データウェアハウスを作成またはアップグレードする］を選択して、

［次へ］ボタンをクリックします。 

 

5. データ コレクションでは、収集したデータをデータベースへ格納するので、その格納先とな

るデータベースを作成しておく必要があります。ここでは、次のように［新規作成］ボタンを

クリックして、「DataCollectionDWH」という名前で作成しておきます。 

 

作成後、次のように［次へ］ボタンをクリックします。 

「次へ」を
クリック

4

「管理データ ウェゕハウスを作成
またはゕップグレードする」を選択

1

「DataCollectionDWH」
と入力

2

「新規作成」
をクリック

1

「OK」を
クリック

3
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6. 続いて、データ コレクションの管理者ゕカウントとして追加したいログ゗ン ゕカウントを任

意で指定し、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

7. 最後のページ［ウゖザードの完了］では、［完了］ボタンをクリックします。 

 

すると、進行状況が表示される［データ コレクション構成ウゖザードの進行状況］ページが

「次へ」を
クリック

1

「次へ」を
クリック

1

「完了」を
クリック

1

2 

3 

↓
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表示されるので、構築が完了するのを待ちます（すべての［状態］へ「成功」と表示されれば

構築が完了です）。構築完了後、［閉じる］ボタンをクリックします。 

8. 次に、もう一度［管理データ ウェアハウス構成ウィザード］を起動します。 

 

9. ［構成タスクの選択］画面では、今度は、［データ コレクションをセットアップする］を選択

して、［次へ］ボタンをクリックします。 

 

10. 次の［管理データ ウェゕハウス ストレージの構成］画面では、前の手順 5 で作成したデー

タベースと Windows フォルダを指定して、［次へ］ボタンをクリックします。 

「データ コレクション」を右クリックして
「管理データ ウェゕハウスの構成」をクリック

1 

「次へ」をクリック
2

「次へ」を
クリック

4

「データ コレクションを
セットゕップする」を選択

1
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11. 最後の［ウゖザードの完了］画面では、［完了］ボタンをクリックします。 

 

進行状況が表示される［データ コレクション構成ウゖザードの進行状況］ページが表示され

たら、構築が完了するのを待ちます（すべての［状態］へ「成功」と表示されれば構築が完了

です）。構築完了後、［閉じる］ボタンをクリックします。 

12. オブジェクト エクスプローラで、次のように DataCollectionDWH データベース内のテー

ブルを参照すると、ウゖザードによって多くのテーブルが自動作成されていることを確認でき

ます。 

「...」をクリックして
SQL Server を選択

1 

「次へ」を
クリック

4

手順 5で作成した
「DataCollectionDWH」

データベースを選択

2

事前に作成した
「C:¥DataCollectionTemp」

フォルダと入力

3

「完了」を
クリック

1

2 

3 

↓
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13. 次に、Collection Set と Collection Item を作成するために、クエリ エデゖタで次の SQL 

ステートメントを記述またはサンプル スクリプト内の「Step4-07_DataCollection.sql」

フゔ゗ルから SQL をコピーして貼り付けて、実行します。 

-- CollectorSchedule_Every_5min のuid を取得 

USE msdb 

DECLARE @schedule_uid uniqueidentifier 

SELECT @schedule_uid =  

  (SELECT schedule_uid  

     FROM sysschedules_localserver_view 

     WHERE name=N'CollectorSchedule_Every_5min') 

  

-- Collection Set の作成 

DECLARE @collection_set_id int 

EXEC dbo.sp_syscollector_create_collection_set 

    @name = N'DCtest1', 

    @schedule_uid = @schedule_uid, 

    @collection_mode = 1, 

    @days_until_expiration = 30,  

    @description = N'テスト', 

    @collection_set_id = @collection_set_id output 

 

DECLARE @params XML 

SELECT @params = CONVERT(XML,  

    N'<ns:TSQLQueryCollector xmlns:ns="DataCollectorType"> 

        <Query> 

          <Value>SELECT GETDATE() AS 現在時刻</Value> 

          <OutputTable>DCtest_GetDate</OutputTable> 

        </Query> 

      </ns:TSQLQueryCollector>') 

データベース内にたくさ
んのテーブルが作成され

ていることを確認

1 

5分ごとに T-SQL クエリを実行するため
に、スケジュール ID を取得

Collection Set を DCtest1 という名前で
作成

定期的に実行したい T-SQL を
<Query> 要素の <Value> 要素へ記述
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-- Collection Item の作成 

-- @collector_type_uid の'302E～' は、T-SQL Query Collector Type 

DECLARE @collection_item_id int 

EXEC dbo.sp_syscollector_create_collection_item 

    @collection_set_id = @collection_set_id, 

    @collector_type_uid = N'302E93D1-3424-4BE7-AA8E-84813ECF2419', 

    @name = 'DMVtest1', 

    @frequency = 30, 

    @parameters = @params, 

    @collection_item_id = @collection_item_id output; 

 

14. 実行後、作成した データ コレクション セットを起動するために、次のように「DCtest1」

を右クリックして、［データ コレクション セットの開始］をクリックします。 

 

15. 次に、手動でデータを収集するために、DCtest1 を右クリックして［今すぐ収集してアップ

ロード］をクリックします。 

 

16. 正常にデータが収集されたかどうかを確認するために、DCtest1 を右クリックして［ログの

表示］をクリックし、ログを参照します。 

作成した「DCtest1」を右クリック
して「データ コレクション セット
の開始」をクリック

1 

「閉じる」
をクリック

2

↓

「DCtest1」を右クリックして
「今すぐ収集してゕップロード」
をクリック

1 

「閉じる」
をクリック

2

↓

XML 形式で記述した T-SQL クエリ
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17. 収集されたデータを確認するために、DataCollectionDWH データベース内のテーブルを参照

します。 

 

custom_snapshot スキーマの「DCtest_GetDate」テーブルが作成されていることを確

認できます。SELECT ステートメントで DCtest_GetDate テーブルの中身を参照すると、現

在時刻を 2 件取得できていることが分かります。それぞれの時刻は、データ コレクション セ

ットの開始時と手順 15 を実行したときの時刻です。また、手順 14 を実行してから 5 分以

上経過している場合は、そのタ゗ミングでもデータ収集が行われます（以降、5 分ごとにデー

タ収集が行われます）。 

このように データ コレクション機能を利用すると、任意の Transact-SQL ステートメントを定

期的に実行して、データを収集することができるので、パフォーマンス チューニング時に大変役

立ちます。また、データ コレクションでは、パフォーマンス カウンタとトレースからもデータを

収集することができるので、こちらも便利です。 

また、データ コレクションでは、実は「システム データ コレクション」と呼ばれる組み込みの デ

ータ コレクションが用意されていて、主要な動的管理ビューとパフォーマンス カウンタが自動的

に取得されています。これは「パフォーマンス データ コレクション」と呼ばれ、グラフゖカルな

レポートも表示可能になるので、これについては、次の次のトピック「4.9 パフォーマンス デー

タ コレクション」で詳しく説明します。 

が表示されて
いれば成功

2

「DCtest1」を右クリックして
「ログの表示」をクリック

1 

custom_snapshot スキーマの
「DCtest_GetDate」テーブルが作
成されていることを確認

1 

「DCtest_GetDate」テーブル
の中身を参照

2 

現在時刻を取得できて
いることを確認

3
Collection_time（収集時刻）は
グリニッジ標準時で記録される
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4.8 リソース ガバナによるリソース調整 

 リソース ガバナ（Resource Governor） 

リソース ガバナは、CPU 利用率やメモリ割り当て量といったリソースの調整（governor）が行

える大変便利な機能です。これにより、CPU を占有するバッチ ゕプリケーションの CPU 利用率

を制限したり、CPU を占有する SQL の CPU 利用率を制限したりするといったことが可能にな

ります。 

それでは、リソース ガバナを試してみましょう。設定のおおまかな流れは次のとおりです。 

1. リソース プールの作成 

2. ワークロード グループの作成 

3. ユーザー定義分類子関数の作成と設定、リソース ガバナの有効化 

 設定手順 

1. まずは、新しいリソース プールを作成するために、次のようにオブジェクト エクスプローラ

の［管理］フォルダで［リソース ガバナ］を右クリックして［新しいリソース プール］をク

リックします。 

 

すると、［リソース ガバナのプロパテゖ］ダ゗ゕログが表示されるので、［リソース ガバナを

有効にする］をチェックし、［リソース プール］の［名前］列に「testResourcePool」な

ど、任意の名前を入力します。 

「リソース ガバナ」を右クリック
して「新しいリソース プール」を
クリック

1 
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2. 次に、リソース プール内へワークロード グループを作成するために、引き続き同じダ゗ゕロ

グで、作成した「testResourcePool」を選択して［リソースのワークロード グループ］セク

ションの［名前］列に「testWorkloadG1」および「testWorkloadG2」と入力して 2 つ

のワークロード グループを作成します。 

 

3. 作成したリソース プールとワークロード グループを確認するために、次のように［管理］フ

ォルダの［リソース ガバナ］を展開します。 

 

4. 次に、ユーザー定義分類子関数（Classification Function）を作成します。この関数は、通常

のユーザー定義関数と同様、CREATE FUNCTION ステートメントを利用して次のように作

成します（ステートメントは「クエリ エデゖタ」から実行します）。 

リソースプール名へ
「testResourcePool」と入力

2 

internal と default は組み込みのリソース
プール。既定では、ユーザー ワークロードは
default プールへ割り当てられる

リソース ガバナーを有効にする
ためにチェックする

1 

作成した「testResourcePool」
を選択しておく

1 

「OK」をクリック
5

ワークロード グループ名へ
「testWorkloadG1」と
「testWorkloadG2」と入力
して 2つのグループを作成

2 

default リソースプールには、default ワークロード グループ。
internalリソースプールには、internal ワークロード グループ
が存在する

作成したリソース プールと
ワークロード グループの確認

1 
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USE master 

go 

CREATE FUNCTION［test分類関数］() 

 RETURNS sysname  

 WITH SCHEMABINDING 

AS 

BEGIN 

 DECLARE @grp_name AS sysname 

 IF (SUSER_NAME() = 'testUser') 

  SET @grp_name = 'testWorkloadG1' 

 RETURN @grp_name 

END 

 

Note：ユーザー定義分類子関数は master へ 

ユーザー定義分類子関数は、master データベース内へ作成する必要があります。 

 

5. 次に、作成した分類子関数をリソース ガバナへ設定するために、次のように［リソース ガバ

ナ］を右クリックして［プロパティ］をクリックします。 

 

プロパテゖ画面では、［リソース ガバナを有効にする］をチェックして、［分類子関数の名前］

で作成した分類子関数（test 分類関数）を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

以上でリソース ガバナの設定が完了です。 

 

 負荷ワークロードの実行と監視 

次に、負荷の高いクエリを実行して、リソース ガバナの効果を確認してみましょう（この手順を

試すには、SQL Server 2008 が混合認証モードで実行されている必要があります）。 

6. まずは、ユーザー定義分類子関数で振り分けている「testUser」ログ゗ン ゕカウントを次の

ように作成し、AdventureWorks データベースのユーザーとして設定し、db_owner ロール

へ追加しておきます。 

「リソース ガバナ」を右ク
リックして「プロパテゖ」

をクリック

1 

「リソース ガバナを有効にする」
がチェックされていない場合は
チェックし、リソース ガバナ

を有効にする

2

前の手順で作成したユーザー
定義分類子関数を選択する

3

4

必ず master データベースへ接続

CREATE FUNCATION ステートメントを
利用してユーザー定義関数を作成（関数
名は任意）。戻り値は sysname で、
WITH SCHEMABINDING を指定する

SUSER_NAME 関数で、ユーザー名を取
得。testUser なら、testWorkloadG1
を返すようにしている
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USE master 

go 

 

-- ログイン アカウントの作成 

CREATE LOGIN testUser 

 WITH PASSWORD = 'testUser123' 

go 

 

-- データベース ユーザーの作成 

USE AdventureWorks 

go 

CREATE USER testUser 

 FOR LOGIN testUser 

go 

 

-- db_owner ロールへの追加 

EXEC sp_addrolemember 'db_owner', 'testUser' 

go 

 

7. 次に、ワークロード状況を監視するために、［スタート］メニューの［管理ツール］から［パ

フォーマンス］をクリックして、システム モニタを起動します。 

 

システム モニタでは、ツールバーの［+］ボタンをクリックして［カウンタの追加］ダ゗ゕ

ログを表示し、［パフォーマンス オブジェクト］で「SQLServer: Workload Group Stats」

を選択、カウンタの一覧から「CPU Usage %」（CPU 利用率）を選択し、゗ンスタンスの

一覧から「default」と「testWorkloadG1」を選択して［閉じる］ボタンをクリックしま

す。 

8. 続いて、CPU 負荷の高いクエリを、（testUser からではなく）sysadmin ロールのメンバー

から（管理者ゕカウントから）実行します。このクエリは、次のように記述またはサンプル ス

102

「＋」をクリック
1 

「追加」をクリック
5

SQL Server：Workload 
Group Stats オブジェク
トを選択

2 

CPU usage %
カウンタを選択

3

゗ンスタンスの一覧から
default と
testWorkloadG1 を選択

4 

「閉じる」をクリック
6
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クリプト内の「Step4-08_ Resource governor.sql」フゔ゗ルからコピーして貼り付けて、

実行します。 

USE AdventureWorks 

go 

DECLARE @i int = 1 

WHILE @i <= 100 

BEGIN 

   DBCC DROPCLEANBUFFERS  -- バッファのクリア 

   SELECT * FROM 

 Sales.SalesOrderDetail od 

 INNER JOIN Sales.SalesOrderHeader oh ON od.SalesOrderID = oh.SalesOrderID 

 INNER JOIN Production.Product p ON od.ProductID = p.ProductID 

 INNER JOIN Production.ProductDocument pd ON p.ProductID = pd.ProductID 

 

   DBCC DROPCLEANBUFFERS  -- バッファのクリア 

   SELECT * FROM 

 Sales.SalesOrderDetail od 

 INNER JOIN Sales.SalesOrderHeader oh ON od.SalesOrderID = oh.SalesOrderID 

 INNER JOIN Production.Product p ON od.ProductID = p.ProductID 

 INNER JOIN Production.ProductDocument pd ON p.ProductID = pd.ProductID 

 INNER JOIN Production.Document d ON pd.DocumentID = d.DocumentID 

 WHERE  d.Title LIKE '%bbb%' OR d.FileName LIKE '%ccc%' 

 OR d.DocumentSummary LIKE '%ddd%' OR od.CarrierTrackingNumber LIKE '%sss%' 

   SET @i += 1 

END 

 

このクエリの実行時間は、環境によって異なりますが、Pentium M 1.2GHz の環境では約 3

分、Core2 Quad 2.4GHz の環境では約 30 秒かかります。クエリの実行が終わる前に、シ

ステム モニタへ戻り、CPU 利用率の状況を確認します。 

 

sysadmin メンバーから実行されたクエリは、
default ワークロード グループとして実行さ
れ、CPU 利用率が 100% 近くを推移してい
ることを確認できる。
今回作成した分類子関数では、testUser の場
合にのみ testWorkloadG1 ワークロード グ
ループへ割り当てるようにしているので、それ
以外のユーザーから実行されたクエリは、すべ
て default ワークロード グループで実行され
ます。

1 

testWorkloadG1 ワークロード グループの
CPU 利用率は ゼロを推移していることを確認

2

同じクエリを 100 回
繰り返し実行
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sysadmin メンバーから実行されたクエリは、default ワークロード グループとして実行さ

れ、CPU 利用率が 100% 近くを推移していることを確認できます。 

9. 上記のクエリの実行が完了した後、今度は、testUser ログ゗ン（ユーザー）でクエリ エデゖ

タへ接続し、手順 8 で実行したのと同じクエリ（CPU 負荷の高いクエリ）を実行します。  

 

接続後にクエリを実行し、実行中にシステム モニタで CPU 利用率の状況を確認します。 

 

testUser  ユーザーから実行されたクエリは、testWorkloadG1 ワークロード グループと

して実行されていることを確認できます。 

10. 次に、上記のクエリ（testUser ユーザーが実行したクエリ）の実行中に、sysadmin ロール

のメンバーから同じクエリを実行し、そのときの状況をシステム モニタで確認します。 

ツールバーの「データベース
エンジン クエリ」をクリック

1 

「SQL Server 認証」
を選択して、testUser
で「接続」をクリック

2

testUser でログ゗ン

↓

88

testWorkloadG1 ワークロード グループ
の CPU 利用率が 100％ 近辺を推移してい
ることを確認。default ワークロード グ
ループはゼロを推移

1 
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sysadmin のメンバーがクエリを実行すると、手順 9 で testUser が実行しているクエリと

半分ずつの CPU 利用率（50%）を推移するようになり、CPU が均等に分配されていること

を確認できます。 

11. クエリの実行中に、リソース プールの調整（CPU 利用率の制限）を行います。sysadmin の

メンバーでログ゗ンした接続をもう 1 つ作成し、次のように ALTER RESOURCE POOL ス

テートメントを実行して testResourcePool の Max CPU Percent を 5 へ変更します。 

ALTER RESOURCE POOL testResourcePool 

 WITH ( max_cpu_percent = 5 ) 

 

ALTER RESOURCE GOVERNOR RECONFIGURE 

 

リソース プールの調整後、システム モニタで状況を確認します。 

 

89

testUser ユーザーのみが実行して
いる間は、testWorkloadG1 ワー
クロード グループが 100％ CPU 
を利用し、sysadmin のメンバー
がクエリを実行すると、半分ずつの
CPU 利用率（50％）を推移するよ
うになり、均等に CPU が分配され
ていることを確認できる。

1 

91

default ワークロード グループは、
95 % 前後を推移するように変わり、
testWorkloadG1 ワークロード グルー
プは 5％ 前後を推移するように変わる
ことを確認できる

1 
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default ワークロード グループは、95% 前後を推移するように変わり、testWorkloadG1 

ワークロード グループは 5% 前後を推移するように変わることを確認できます。 

12. さらにリソース プールの調整 （CPU 利用率の制限）を行います。次のように ALTER 

RESOURCE POOL ステートメントを実行して testResourcePool の Max CPU Percent を 

30 へ変更します。 

ALTER RESOURCE POOL testResourcePool 

 WITH ( max_cpu_percent = 30 ) 

 

ALTER RESOURCE GOVERNOR RECONFIGURE 

 

リソース プールの調整後、システム モニタで状況を確認します。 

 

default ワークロード グループは、70% 前後を推移するように変わり、testWorkloadG1 

ワークロード グループは 30% 前後を推移するように変わることを確認できます。 

Note： リソース ガバナの注意点 

リソース ガバナは、ユーザーが SQL Server への接続を確立する時（ログ゗ン時）に評価されます。そのため、

分類子関数（Classification Function）の作成前に既にログ゗ンしているユーザーには有効になりません。また、

Execute As ステートメントによるユーザー権限の借用を行っている場合にも、ログ゗ンが伴わないため、リソー

ス ガバナは有効にはなりません。 

 

 分類子関数内で利用できる関数 

分類子関数は、ユーザーが SQL Server へ接続を確立する時（ログ゗ン時）に実行される関数なの

で、利用できる関数が次の種類に限定されています。 

・HOST_NAME() 

・APP_NAME() 

93

default ワークロード グループは、
70 % 前後を推移するように変わり、
testWorkloadG1 ワークロード グルー
プは 30％ 前後を推移するように変わ
ることを確認できる

1 
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・SUSER_NAME() 

・SUSER_SNAME() 

・IS_SRVROLEMEMBER() 

・IS_MEMBER() 

 

 アプリケーション名（APP_NAME 関数）での振り分け 

APP_NAME 関数は、ゕプリケーション名を取得できる便利な関数なので、この関数を利用すれば

ゕプリケーションごとにワークロード グループを分けられるようになります。ADO や ADO.NET 

を利用している場合は、ゕプリケーション名を次のように接続文字列（Connection String）の 

Application Name で指定することができます。 

'' ADO（WSH）の接続文字列の使用例（アプリケーション名を batch と指定） 

Dim cn 

cn = WScript.CreateObject("ADODB.Connection") 

cn.Open("Provider=SQLOLEDB;" _ 

         & "Server=salt;" _ 

         & "Database=AdventureWorks;" _ 

         & "Application Name=batch;" _ 

         & "Integrated Security=SSPI;") 

 

したがって、ゕプリケーション（接続文字列）から受け取った「Application Name」を利用して、

ワークロード グループを振り分けるように、次のように分類子関数を作成することもできます。 

-- APP_NAME 関数で振り分けるユーザー定義分類子関数の作成 

USE master 

go 

CREATE FUNCTION dbo.rg_appName() 

 RETURNS sysname  

 WITH SCHEMABINDING 

AS 

 BEGIN 

 DECLARE @grp_name AS sysname 

 IF (APP_NAME() = 'batch') 

  SET @grp_name = 'testWorkloadG1' 

 RETURN @grp_name 

 END 

go 

 

これらを試すためのスクリプトは、サンプル スクリプト内の「Step4-08_Resource governor 

_APP_NAME.sql」フゔ゗ルと「Step4-08_Resource governor _APP_NAME.vbs」（WSH 

フゔ゗ル）へ記述してありますので、ぜひ試してみてください。 
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 スクリプト生成 

Management Studio の GUI 操作で作成したリソース プールやワークロード グループは、次の

ようにスクリプト生成機能を利用することで、SQL ステートメントを生成することもできます。 

リソース プールに対してスクリプト生成 

 

 

ワークロード グループに対してスクリプト生成 

 

 

スクリプト化したいリソース プール
を右クリックして、「リソース プー

ルをスクリプト化」をクリック

1 

生成された
スクリプト

2

スクリプト化したいワークロード グループ
を右クリックして、「ワークロード グルー

プをスクリプト化」をクリック

1 

生成された
スクリプト

2
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4.9 パフォーマンス データ コレクションによるパフォーマンス監視 

 パフォーマンス データ コレクション 

パフォーマンス データ コレクションは、グラフゖカルなパフォーマンス監視が行える機能で、

Management Studio のレポートとして実装されています。 

 

パフォーマンス データ コレクションは、SQL Server 2005 SP2（Service Pack 2）のゕド゗ン

として提供されていた Performance Dashboard の強化版で、Performance Dashboard が今の

状態（リゕルタ゗ム）のみしか監視できなかったのに対して、SQL Server 2008 のパフォーマン

ス データ コレクションでは、データ コレクション機能と連動して、過去のデータまでさかのぼ

って監視することができます。  

 パフォーマンス データ コレクションのレポート 

パフォーマンス データ コレクションで提供されるレポートは、次の 3 つで、それぞれ組み込み

の データ コレクション（システム データ コレクション）と連動したレポートとなっています。  

 

 設定手順 

それでは、パフォーマンス データ コレクションを試してみましょう。この機能を試すには、「4.7 

データ コレクション」での手順 1 ～手順 11 までを実行しておく必要があるので、まだ実行して

いない場合は実行しておいてください。この手順を実行することで データ コレクション用のデー

タ ウェゕハウス（データの収集先となるデータベース）が構成されて、システム データ コレク

ションが自動的に実行される（パフォーマンス データ コレクション レポートのもととなるデー

タの収集が行われる）ようになります。システム データ コレクションでは、具体的には次の情報

が定期的に収集されています。  

レポート名 対応するシステムデータ コレクション 説明

デゖスク使用量の概要 デゖスク使用量 データとログの使用量の推移を表示

クエリ統計の履歴 クエリ統計
クエリの統計情報（CPU 実行時間の多いクエリや、実行
時間の長いクエリ）などを表示

サーバーの利用状況の履歴 サーバーの利用状況
メモリや CPU、デゖスク、Wait Stats（各種の待ちに関
する情報）などの使用状況を表示
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これらの設定は、それぞれのデータ コレクションを右クリックして「プロパティ」をクリックし、

プロパテゖを参照することで確認できます。たとえば、「ディスク使用量」データ コレクションの

プロパテゖは、次のように確認できます。 

 

1. 「ディスク使用量」データ コレクションは、プロパテゖで確認したように 6 時間ごとにデー

タ収集が行われているので、今すぐデータ収集（とゕップロード）を実行するために、次のよ

うに［今すぐ収集してアップロード］をクリックします。 

 

コレクション セット名 主な収集している内容 収集頻度 保持期間

デゖスク使用量
・database_files
・DBCC SQLPERF (LOGSPACE)
・partitions、allocation_units

6時間ごと 730日

サーバーの利用状況

・主要なパフォーマンス カウンタ
・dm_os_wait_stats
・dm_os_latch_stats
・dm_os_schedulers
・dm_os_process_memory
・dm_os_memory_nodes / clerks
・dm_os_sys_memory / info
・dm_io_virtual_file_stats

60秒ごと
ゕップロード
は 15分ごと

14日

クエリ統計

・dm_exec_sessions と
dm_exec_requests、dm_os_tasks
dm_os_waiting_tasks の JOIN

10秒ごと
ゕップロード
は 15分ごと 14日

・dm_exec_query_stats
・dm_exec_text_query_plan

15分ごと
(ゕップロード時)

実行スケジュールの設定。
「キャッシュしない」モードは、

データ収集と ゕップロードが同じタ
゗ミングとなる。「デゖスク使用
量」は、6時間ごとに収集とゕップ

ロードが行われる

2 

収集したデータを保管
する日数。デゖスク使

用量は 730日

4

具体的に実行される
SQL ステートメントや
取得するパフォーマン

ス カウンタなど

3

「デゖスク使用量」を右クリック
して「プロパテゖ」をクリック

1 

「ディスク使用量」を右クリッ
クして「今すぐ収集してアップ

ロード」をクリック

1 

↓

2
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2. 「クエリ統計」と「サーバーの利用状況」データ コレクションについても、同じように［今

すぐ収集してアップロード］をクリックして、今すぐデータ収集を実行します。 

 

3. これにより、データ コレクション用のデータ ウェゕハウス内のテーブルが更新され、たとえ

ば snapshots スキーマの「disk_usage」テーブルには、「デゖスク使用量」データ コレ

クションによって収集されたデータベースの使用サ゗ズなどが格納されています。 

 

 

 ディスク使用量の概要レポート 

4. 次に、［データ コレクション］を右クリックして、［レポート］メニューの［管理データ ウェ

アハウス］から［ディスク使用量の概要］をクリックして、デゖスク使用量の概要レポートを

表示します。 

「クエリ統計」を右クリックして
「今すぐ収集してゕップロード」

をクリック

1 
「サーバーの利用状況」を右ク

リックして「今すぐ収集してゕッ
プロード」をクリック

2

「disk_usage」テーブルには「Disk
Usage」データ コレクションによって
収集されたデータベースの使用サ゗ズ
などが格納される

1 
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このレポートは、グラフをクリックすると、詳細レポートを表示することも可能です。 

 

これらのレポートは、「デゖスク使用量」データ コレクションによって収集されたデータ（デ

ータ フゔ゗ルやログ フゔ゗ルの使用サ゗ズ）をもとに作成されたものです。 

 クエリ統計の履歴レポート 

5. 次に、［データ コレクション］を右クリックして、［レポート］メニューの［管理データ ウェ

アハウス］から［クエリ統計の履歴］をクリックし、クエリ統計の履歴レポートを表示してみ

ましょう。 

「データ コレクション」を右クリックして
「レポート」メニューの「管理データ ウェアハウ
ス」から「ディスク使用量の概要」をクリック

1 

各データベースのデータ フゔ゗ルとログ
フゔ゗ルの使用サ゗ズの推移が表示される

2 

グラフをクリックすると、
詳細レポートが表示される

1 
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このレポートでは、実行時間（Duration）の長いクエリや、CPU 利用時間の長いクエリの順

にクエリを一覧してくれ、そのクエリの詳細を表示できるようになっています。 

 

前のトピック「4.8 リソース ガバナ」では、CPU 負荷が高く、実行時間の長いクエリをた

くさん実行しましたので、それらが上位にリストされることを確認できると思います。 

 リソース待ちに関する詳細とグラフィカル実行プランの表示 

クエリの詳細画面では、次のように「このクエリに関するサンプリングされた待機を表示」ハ゗パ

ーリンクをクリックすると、リソース待ちに関する詳細を確認することができます。 

クエリ統計を表示したい
任意の時間をクリック

2

「データ コレクション」を右クリックして
「レポート」メニューの「管理データ ウェアハウ

ス」から「クエリ統計の履歴」をクリック

1 

「実行時間」をクリックする
と実行時間の長いクエリの順

に表示してくれる

1

クエリをクリックすると
詳細レポートが表示される

2
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また、クエリの詳細画面では、次のように「グラフゖカルなクエリ実行プランの表示」のハ゗パー

リンクをクリックすると、グラフゖカル実行プランを確認することもできます（収集されている場

合のみ）。 

 

 サーバーの利用状況の履歴レポート 

6. 次に、［データ コレクション］を右クリックして、［レポート］メニューの［管理データ ウェ

アハウス］から［サーバーの利用状況の履歴］をクリックし、サーバーの利用状況の履歴レポ

ートを表示してみましょう。 

「このクエリに関するサンプリングされ
た待機を表示」をクリックすると、

リソース待ちに関する詳細が表示される

1

2 

「グラフィカルな実行プランの表示」を
クリックして、実行プランを確認できる

場合もある（収集されている場合）
収集されていない場合はエラーとなる

1 不足している゗ンデックス（Missing Index）
に関する情報を確認できる場合もある

2
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このレポートでは、CPU 利用率やメモリ使用量、デゖスク（I/O）の使用量、SQL Server の

動作状況（Wait Stats や各種パフォーマンス カウンタの状況）などを表示することができま

す。また、各グラフをクリックすると、その詳細を表示できるようになっていて、たとえば、

次のように CPU 利用率（％CPU）のグラフをクリックすると、その詳細（各 CPU コゕご

との CPU 利用率など）を確認できるようになります。 

 

サーバーの利用状況を表示
したい任意の時間をクリック

2

「データ コレクション」を右クリックして
「レポート」メニューの「管理データ ウェアハウ
ス」から「サーバーの利用状況の履歴」をクリック

1 

「CPU 使用率」グラフをク
リックすると、各 CPU コゕご
との CPU 利用率を参照可能

1

「デゖスク I/O の使用量」グラフをクリッ
クすると、各 ドラ゗ブごとの応答時間や
キュー（デゖスク待ち）の長さを参照可能

2
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 SQL Server の動作状況の表示（Wait Stats やロック待ちなど） 

サーバーの利用状況の履歴レポートでは、「User Connections」や「Batch Request/sec」、

「Logins/sec」、「Compilation/sec」といった、SQL Server 関連の各種パフォーマンス カ

ウンタの状況なども確認することができます。 

 

このように、パフォーマンス データ コレクション機能を利用すると、リソースの使用状況を

過去にさかのぼって参照することができるので、パフォーマンス チューニング時のボトルネ

ックの発見や、トラブル シューテゖング時のトラブル原因の究明に大変役立ちます。 

グラフをクリックすると
詳細レポートを表示

1
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4.10 ポリシー ベースの管理 

 ポリシー ベースの管理 (Poliy Based Management） 

ポリシー ベースの管理は、Windows（Active Directory）におけるグループ ポリシー機能と同じ

ように、管理者が設定したポリシーを利用して複数の SQL Server を集中管理できる機能です。

ポリシー ベースの管理では、SQL Server 2008 だけでなく、SQL Server 2000 / 2005 を対象

にすることもできるので、企業内のすべての SQL Server を集中管理する目的として利用するこ

ともできます。また、ポリシー ベースの管理で作成したポリシーは、そのポリシーを強制（設定

値を強制）したり、定期的なチェックとレポートを作成したりできるようになります。 

 ポリシー ベースの管理の使用例 

ポリシー ベースの管理は、次のようにさまざまな目的で利用することができます。 

 セキュリテゖ強化の徹底 

 パフォーマンス関連の環境設定パラメータを一括設定（sp_configure や DB オプション

の値をリモートから強制変更可能） 

 オブジェクトの名前付けルールの徹底（プレフゖックス（接頭辞）の強制：ストゕド プロ

シージャの名前は MyCompany_sp_xxxx とするなど） 

 ゗ベント ビューゕに対して WMI クエリを実行し、エラーが発生していないかどうかを

チェックする 

 セキュリティ強化としてのポリシーの利用 

ポリシー ベースの管理では、Step 4.5 で説明した SQL Server Audit（監査）が有効になって

いるかどうかをチェックしたり、xp_cmdshell コマンドや Ad hoc 分散クエリの実行を禁止し

たりする目的（セキュリテゖ強化の目的）で利用することができます。以前のバージョンでは、セ

キュリティ構成ツール（Surface Area Configuration： SAC）で設定していたセキュリテゖ設定

などを、ポリシーとして集中管理できるようになります。 

なお、SQL Server 2008 では、セキュリテゖ構成ツールが削除され、ポリシー ベースの管理機

能を利用して、同様の設定を行うように変更されています。 

 設定手順 

それでは、ポリシー ベースの管理を試してみましょう。設定のおおまかな流れは次のとおりです。 

1. ファセット（Facet）をもとに、条件（Condition）を作成 

2. 条件をもとに、ポリシー（Policy）を作成 

このように ポリシー ベースの管理では、最初にフゔセット（Facet）から条件（Condition）を作

成するので、まずはどういったフゔセットがあるのかを確認しておく必要があります。 
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 ファセットの確認 

1. フゔセットを確認するには、次のように［管理］フォルダの［ポリシー管理］から［ファセッ

ト］フォルダを展開してフゔセットの一覧を表示し、中身を確認したいフゔセットを右クリッ

クして［プロパティ］をクリックします。たとえば、Server Configuration フゔセットの

中身には、次のように「Max Server Memory」や「Max Degree of Parallelism」、「Max 

Worker Threads」などがプロパテゖ一覧へ表示され、SQL Server の環境設定パラメータ

（sp_configure で設定できるパラメータ）が一覧されることを確認できます。 

 

2. 次に、Surface Area Configuration フゔセットの中身を確認してみます。 

 

これは、以前のバージョンのセキュリティ構成ツール（Surface Area Configuration）で設

定していたセキュリテゖ設定に関する項目が一覧されます。 

次に、Database Options フゔセットの中身を確認してみます。 

「ファセット」
を展開

1 

「閉じる」
をクリック

4
「Server Configuration」を
右クリックして「プロパテゖ」

をクリック

2 

SQL Server の環境設定パラメータ
（sp_configure で設定できるパラ
メータ）が一覧されることを確認。
・Blocked Process Threshold
・C2 Audit Tracing Enabled
・Fill Factor
・Max Server Memory
・Min Server Memory
・Max Degree of Parallelism
・Max Worker Threads など

3
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このフゔセットでは、「Auto Shrink」（自動圧縮）や「Auto Create Statistics」（統計の

自動作成）といった、データベースの「プロパテゖ」ダ゗ゕログで設定可能なプロパテゖが一

覧されることを確認できます。 

 自動圧縮設定が無効かどうかを確認するポリシー 

次に、Database Options フゔセットを利用して、自動圧縮（Auto Shrink）設定が無効（False）

になっていることを確認するためのポリシーを作成してみましょう（パフォーマンスを考慮した場

合は、自動圧縮が無効になっていることが望ましいので、それを確認するためのポリシーを作成し

ます）。 

1. まずは、Database Option フゔセットをもとに条件を作成します。条件を作成するには、

次のように［条件］フォルダを右クリックして［新しい条件］をクリックします。 

 

データベースの「プロパテゖ」ダ゗ゕログで設定
可能なプロパテゖ一覧されることを確認。
・Auto Shrink（自動圧縮）
・Auto Create Statistics（統計の自動作成）
・Auto Update Statistics（統計の自動更新）
・Auto Close（自動終了）
・RecoveryModel（復旧モデル）
・Page Verify（ページ確認）
・Read Only など

1

任意の条件名を入力
2

「OK」をクリック
6

「条件」を右クリックし
て「新しい条件」をク
リック

1 

フゔセットの一覧から
「Database Optionos」
フゔセットを選択

3

プロパテゖの一覧から
@AutoShrink（自動圧
縮）プロパテゖを選択

4

値で
「False」
を選択

5

↓
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［名前］へ任意の名前（conditin1 など）を入力して、［フゔセット］で「Database Option」

フゔセットを選択し、［式］の［フィールド］一覧から「@autoshrink」を選択し、［値］で

「False」を選択し、［OK］をクリックします。これにより、自動圧縮が無効（False）になっ

ているかどうかを確認するための条件を作成できます。 

2. 次に、作成した条件をもとにポリシーを作成します。ポリシーを作成するには、次のように［ポ

リシー］フォルダを右クリックして［新しいポリシー］をクリックします。 

 

［名前］へ任意の名前（policy1 など）と入力して、［条件の確認］で作成した条件（Database 

Option フゔセットの下の「condition1」）を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

以上でポリシーの作成が完了です。 

3. 次に、ポリシーの効果を試すために「dmfTesetDB」という名前のデータベースを作成しま

す。 

 

任意のポリシー名
を入力

2

「OK」をクリック
4

「ポリシー」を右クリック
して「新しいポリシー」を
クリック

1 

条件の一覧から作成した
「Condition1」 を選択

3
↓

「データベース」を右クリックして
「新しいデータベース」をクリック

1 

「dmfTestDB」と入力
2

「オプション」
をクリック

3
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［オプション］ページでは、［自動圧縮］を「True」へ設定して、ポリシーへ違反するように

し、［OK］をクリックします。 

 

4. データベースの作成が完了したら、次のように作成したポリシー（policy1）を右クリックし

て［評価］をクリックし、ポリシーを実行します。 

 

dmfTesetDB データベースがポリシーに違反したデータベースとしてリストゕップされるこ

とを確認できます。 

5. 次に、同じダ゗ゕログで、次のようにポリシー違反リストの左横のチェック ボックスをチェ

ックし、［適用］ボタンをクリックします。 

作成したポリシーに違反する
ように、自動圧縮を True
（有効）に設定する

1 

「OK」をクリック
2

「dmfTestDB」データベー
スに が表示されて、ポリ
シーに違反していることを確
認できる

2

作成したポリシー
「policy1」を右クリック
して「評価」をクリック

1 

↓
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［適用］ボタンをクリックすると、［ポリシー評価の警告］ダ゗ゕログが表示されるので、［は

い］ボタンをクリックします。 

 

これにより、ポリシーの設定値を強制適用することができます。 

適用後はポリシーに違反していないものとしてリストゕップされることを確認できます。確認

後、［閉じる］をクリックしてダ゗ゕログ ボックスを閉じます。 

 

「適用」ボタンを
クリック

2 

1

1

2

「dmfTestDB」データベースに
が表示されて、ポリシーを満

たすように構成された（強制変更
された）ことを確認できる

1
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6. 実際に、データベースのオプションが強制適用されたことを確認しておきましょう。 

 

 

 ベスト プラクティス ポリシーのインポート 

ポリシーには、ベスト プラクティス ポリシーと呼ばれるテンプレートが 50 種類用意されていま

す。これは、ベスト プラクテゖス（Best Practice： 最優良の事例）という名のとおり、SQL Server 

を運用する上で、ベスト（と考えられる）設定かどうかをチェックできるポリシーです。これは、

セキュリテゖやパフォーマンス、運用管理などを含めたものになっています。 

実は、前の手順で作成した自動圧縮が無効かどうかのチェックをするポリシーは、ベスト プラク

テゖス ポリシーとして用意されています（「Database Auto Shrink」ポリシー）。そのほかの主

なベスト プラクテゖスには、「SQL Server Login Mode」ポリシーで、セキュリテゖ モード（認

証モード）が Windows 認証モードへ設定されているかどうかをチェックできたり、「Backup 

and Data File Location」ポリシーで、バックゕップ フゔ゗ルとデータ フゔ゗ルが異なるドラ

゗ブへ配置されているかどうかをチェックできたりします。 

これらのポリシーは、゗ンポート後に、環境に合わせてカスタマ゗ズして利用することもできるの

で、雛形（テンプレート）として利用することができます。 

 設定手順 

それでは、これを試してみましょう。 

1. ベスト プラクテゖス ポリシーを゗ンポートするには、次のように［ポリシー］フォルダを右

クリックして、［ポリシーのインポート］をクリックします。 

実際に、自動圧縮プロパテゖ
がポリシーを満たすように
False へ強制変更されている
ことを確認できる

1 

「OK」をクリック
2
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［゗ンポート］ダ゗ゕログが表示されたら、［インポートするファイル］の［...］ボタンをク

リックします。 

2. これにより、次の［ポリシーの選択］ダ゗ゕログが表示されるので、［SQL Server のベスト プ

ラクテゖス］リンクをダブル クリックします。 

 

続いて、「Database Engine」フォルダ →「1041」フォルダと展開します。すると、拡張

子が「.xml」のフゔ゗ルが 50 種類表示されます。これらがベスト プラクテゖス ポリシー

です。 

ここでは、「Surface Area Configuration for Database Engine 2008 Features.xml」

フゔ゗ルを選択して、［開く］ボタンをクリックします。これは、以前のバージョンのセキュ

リティ構成ツール（Surface Area Configuration）で設定していたセキュリテゖ設定に関す

る項目をチェックするためのポリシーです。 

3. ［゗ンポート］ダ゗ゕログへ戻ったら、［OK］ボタンをクリックします。 

1 

2 

SQL Server ベスト プラクテゖス
をダブルクリック

1

↓

¥Database Engine¥1041
フォルダを開く

2

3 

4 
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これで、ポリシーの゗ンポートが始まります。 

4. ポリシーの゗ンポートが完了すると、次のようにポリシーとして「データベース エンジン 

2008 機能のセキュリティ構成」、条件として「データベース エンジン 2008 機能のセキュ

リティ構成」、「SQL Server Version 2008 以降のバージョン」の 2 つが作成されているこ

とを確認できます。 

 

5. これらをダブル クリックして、中身を確認すると次のようになっています。 

1 

゗ンポートされたポリシー

゗ンポート時に作成された
条件（2つ）
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「データベース エンジン 2008 機能のセキュリティ構成」条件は、以前のバージョンのセ

キュリティ構成ツール（Surface Area Configuration）でデフォルト設定されていた値

（xp_cmdshell コマンドの実行が False や、Ad hoc 分散クエリの実行が False など）

かどうかをチェックするための条件になっていて、「SQL Server Version 2008 以降のバ

ージョン」条件は、SQL Server のバージョンが 2008 以降であるかどうかをチェックする

ための条件（Server フゔセットの VersionMajor プロパテゖが 100 以上）になっています。 

6. 次に、ポリシーの評価を実行してみましょう。 

 

詳細で、［表示］をクリックすると、条件内の各プロパテゖごとの状態を確認することができ

ます。 

Surface Area Configuration
フゔセット

1

Server フゔセット
1

1 

2 
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このように、ベスト プラクテゖス ポリシーを利用すると、セキュリテゖ設定などを簡単にチ

ェックできるので便利です。 

ポリシー ベースの管理については、本自習書シリーズの「SQL Server 2008 セキュリテゖ」

で、さらに詳しく説明しています。 
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4.11 Deprecated Features オブジェクト 

 Deprecated Features オブジェクト 

Deprecated Features オブジェクトは、システム モニタのパフォーマンス オブジェクトで、SQL 

Server の将来のバージョン（SQL Server 2008 の次のバージョン）以降でなくなる予定の機能

が利用された回数をカウントしてくれる機能です。Deprecate は、「とがめる」や「反対する」と

いう意味です。 

それでは、これを試してみましょう。 

 設定手順 

ここでは、将来のバージョンでなくなる予定となっている「DBCC SHOWCONTIG」と「DBCC 

DBREINDEX」、「DBCC INDEXDEFRAG」コマンドに対して、これらが使用された回数をカウント

してみましょう。 

1. まずは、［管理ツール］メニューから［パフォーマンス］をクリックして、システム モニタを

起動します。 

 

「+」ボタンをクリックして、［カウンタの追加］ダ゗ゕログ ボックスを表示し、［パフォー

マンス オブジェクト］で、「SQL Server:Deprecated Features」を選択します。「Usage」

カウンタの［一覧からインスタンスを選ぶ］では、将来のバージョンでなくなる機能がリスト

ゕップされるので、「DBCC SHOWCONIG 」と「 DBCC DBREINDEX 」、「 DBCC 

INDEXDEFRAG」を選択して［追加］ボタンをクリックします。 

2. 続いて、次のように DBCC コマンドを実行します。 

USE AdventureWorks 

go 

DBCC SHOWCONTIG ( 'Production.Product' ) 

DBCC DBREINDEX ( 'Production.Product' ) 

DBCC INDEXDEFRAG ( 'AdventureWorks', 'Production.Product') 

「＋」をクリック
1 

「追加」をクリック
4

「パフォーマンス オブジェクト」で
「SQLServer:Deprecated Features」を選択

2

「一覧から゗ンスタンスを選ぶ」から
「DBCC DBREINDEX」と
「DBCC INDEXDEFRAG」、
「DBCC SHOWCONTIG」を選択

3
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DBCC コマンドを実行後、システム モニタを確認すると、それぞれの゗ンスタンスの数値が、

上記のクエリを実行した回数分上がっていることが確認できます。 

 

 

Note：プロファイラの Deprecation イベント 

SQL Server 2005 からの機能であるプロフゔ゗ラの Deprecation ゗ベントも引き続き SQL Server 2008 で使

用することができます。これを利用すると、プロフゔ゗ラ上で将来のバージョンでなくなる機能をリストゕップす

ることができます。 

 

 

 

実行した回数分、数値が
上がっていることを確認

1 
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4.12 Spatial データ型による地図データのサポート 

 Spatial データ型（geometry、geography） 

Spatial データ型は、GIS（地理情報システム）における地図データ（緯度と経度）を格納できる

データ型で、Virtual Earth と連携して、次のように地図ゕプリケーションとして利用することが

できる機能です。 

 

Spatial データ型には、geometry データ型と geography データ型の 2 種類があり、次のよ

うな違いがあります。 

 

geometry データ型は「平面」（2 次元）として捕え、geography データ型は「球体」として捕え

るという違いがあります。 

それでは、これらのデータ型を試してみましょう。 

 geometry データ型 

まずは、 geometry データ型を利用して、単純なデータの格納の仕方などを試してみましょう。

次のように記述して、データを格納、取得してみます。 

-- データベースの作成 

CREATE DATABASE GeoTestDB 

go 

 

平面モデル（geometry データ型） 測地モデル（geographyデータ型）
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-- テーブルの作成。geom 列を geometry データ型へ設定 

USE GeoTestDB 

CREATE TABLE geomTest 

(  a int IDENTITY(1,1) PRIMARY KEY 

  ,geom geometry ) 

 

-- データの格納は STGeomFromText。POINT と指定することで「点」を追加 

INSERT INTO geomTest 

 VALUES ( geometry::STGeomFromText('POINT(3 4)', 0) ) 

 

-- POLYGON と指定することで「多角形」データを追加 

INSERT INTO geomTest 

 VALUES ( geometry::STGeomFromText('POLYGON((0 0, 2 0, 2 2, 0 2, 0 0))', 0) ) 

 

-- データの確認は STAsText 

SELECT geom.STAsText(), * FROM geomTest 

 

 

 

 

 STDistance（2 点間の距離） 

次に、STDistance 関数を利用して、２点間（0 0）と（3 4）の距離を取得してみましょう。 

DECLARE @g1 geometry; 

DECLARE @g2 geometry; 

SET @g1 = geometry::STGeomFromText('POINT(0 0)', 0); 

SET @g2 = geometry::STGeomFromText('POINT(3 4)', 0); 

SELECT @g1.STDistance(@g2); 

 

 

結果は、5 が返りますが、次のような三角形を思い浮かべると、゗メージが沸くのではないでしょ

うか。 

０ １ ２ ３ ４

４

３

２

１

０

POLYGON(( 0 0,  0 2,  2 2,  2 0,  0 0))

０ １ ２ ３ ４

４

３

２

１

０

POINT( 3  4 )

POINT は点 POLYGONは多角形
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 STArea（多角形の面積） 

次に、STArea 関数を利用して、面積を取得してみましょう。 

-- STArea（面積） 

DECLARE @g geometry; 

SET @g = geometry::STGeomFromText('POLYGON((0 0, 0 2, 2 2, 2 0, 0 0))', 0); 

SELECT @g.STArea() 

 

 

 

 

 

 STIntersection（重なり部分の取得） 

次に、STIntersection 関数を利用して、2 つの多角形の重なり部分を取得してみましょう。 

DECLARE @g1 geometry; 

DECLARE @g2 geometry; 

SET @g1 = geometry::STGeomFromText('POLYGON((0 0, 0 2, 2 2, 2 0, 0 0))', 0); 

SET @g2 = geometry::STGeomFromText('POLYGON((1 1, 3 1, 3 3, 1 3, 1 1))', 0); 

SELECT @g1.STIntersection(@g2).ToString(); 

 

 

 

 

 

  

 

０ １ ２ ３ ４

４

３

２

１

０

POINT( 0  0 )

POINT( 3  4 )

４

０ １ ２ ３

３

２

１

０

POLYGON(( 0 0,  0 2,  2 2,  2 0,  0 0))

STArea（面積）
は 4

０ １ ２ ３ ４

４

３

２

１

０

POLYGON(( 1 1, 3 1, 3 3, 1 3, 1 1))

STIntersection （重なり部分）
POLYGON ((1 1,  2 1,  2 2,  1 2,  1 1))

POLYGON(( 0 0,  0 2,  2 2,  2 0,  0 0))
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 geography データ型と Virtual Earth 連携 

次に、geography データ型を利用して、Virtual Earth と連動したゕプリケーションを作成して

みましょう。具体的には、次のように「つくば市」内の 4 つの郵便局を Virtual Earth 上へ表示

するようなゕプリケーションを作成し、郵便局の緯度と経度を geography データ型の列へ格納し、

それを ASP.NET Web フォームから取得するようにします。 

 

まずは、4 つの郵便局のデータと TX（つくばエクスプレス）のつくば駅の緯度と経度を POINT

（点）として、次のように「郵便局」テーブルへ格納します（この SQL は、サンプル スクリプ

ト内の「Spatial_ data」フォルダの下に「02_geography_VirtualEarth.sql」というフゔ゗

ル名で置いてあります）。 

USE GeoTestDB 

go 

CREATE TABLE 郵便局 

( id int IDENTITY (1,1) PRIMARY KEY, 

  郵便局名  varchar(100), 

  住所     varchar(200), 

  geog   geography ) 

go 

 

INSERT INTO 郵便局(郵便局名, 住所, geog) 

 VALUES ('TXつくば駅', '茨城県つくば市吾妻２丁目１２８',  

  geography::STGeomFromText('POINT(140.111561 36.082757)', 4612)) 

 

INSERT INTO 郵便局(郵便局名, 住所, geog) 

 VALUES ('筑波学園郵便局', '茨城県つくば市吾妻１丁目１３－２', 

  geography::STGeomFromText('POINT(140.11575 36.082818)', 4612)); 

 

INSERT INTO 郵便局(郵便局名, 住所, geog) 

 VALUES ('葛城郵便局', '茨城県つくば市苅間３８８', 



SQL Server 2008 自習書シリーズ 注目の新機能を試してみよう！ 

127 

  geography::STGeomFromText('POINT(140.09617 36.077463)', 4612)); 

 

INSERT INTO 郵便局(郵便局名, 住所, geog) 

 VALUES ('谷田部松代郵便局', '茨城県つくば市松代４丁目２００－１', 

  geography::STGeomFromText('POINT(140.103989 36.063796)', 4612)); 

 

INSERT INTO 郵便局(郵便局名, 住所, geog) 

 VALUES ('小野川郵便局', '茨城県つくば市館野４６４', 

  geography::STGeomFromText('POINT(140.113192 36.043797)', 4612)); 

 

SELECT geog.STAsText(), * FROM 郵便局 

 

 

 

 STDistance でつくば駅からの距離を取得 

次に、STDistance 関数を利用して、TX つくば駅から 4 つの郵便局までの距離を取得してみまし

ょう。 

DECLARE @g1 geography 

SELECT @g1 = geog FROM 郵便局 WHERE id = 1   -- TX つくば駅 

SELECT @g1.STDistance(geog), * FROM 郵便局 WHERE id <> 1 

 

 

筑波学園郵便局は 377 メートル、葛城郵便局は 1.5 km 離れていることを確認できます。 

次に、STDistance を WHERE 句で利用して、TX つくば駅から 2km（2,000 メートル）以内の

郵便局を検索してみましょう。 

-- TX つくば駅から 2km 以内の郵便局 

DECLARE @g1 geography 

SELECT @g1 = geog FROM 郵便局 WHERE id = 1 

SELECT * FROM 郵便局 WHERE @g1.STDistance(geog) < 2000 AND id <> 1 

 

 

筑波学園郵便局と葛城郵便局のみがヒットしていることを確認できます。 
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 Virtual Earth との連携（ASP.NET） 

次に、ASP.NET 2.0 と ADO.NET 2.0（Visual Studio 2005 / 2008）を利用して、geography デ

ータ型のデータを取得し、それを Virtual Earth 上へ表示してみましょう。Virtual Earth への表

示部分は、クラ゗ゕント サ゗ド スクリプト（JavaScript）を利用して、Virtual Earth API を

利用します。また、郵便局のゕ゗コンを表示するために、サンプル  フォルダ内の

「CustomeIcon.gif」フゔ゗ルを利用するので、プロジェクト内へ追加しておいてください

（Visual Studio のソリューション エクスプローラで「既存の項目の追加」から追加できます）。 

 

geography データ型のデータを取得する部分では、ADO.NET を利用しますが、geography デ

ータ型のデータは、SqlGeography オブジェクトへ格納して操作することができます。この 

SqlGeography オブジェクトを利用するには、「Microsoft.SqlServer.Types.dll」フゔ゗ルへの

参照を事前に追加しておく必要があります。このフゔ゗ルは、次のフォルダへ格納されています。 

C:\Program Files\Microsoft SQL Server\100\SDK\Assemblies 

参照の追加が完了したら、次のコード例のように「Microsoft.SqlServer.Types」名前空間を゗ン

ポートすることで SqlGeography オブジェクトを利用できるようになります。このオブジェクト

の「Lat」プロパテゖでは、geography データ型へ格納した緯度（Latitude）を取得することが

でき、「Long」プロパテゖでは、経度（Longitude）を取得できるようになります。 

コード例（サンプル スクリプト内の「Spatial_data」フォルダの下の「geoTest」にある、

「geoTest.sln」フゔ゗ルをダブル クリックすると確認できます） 

<%@ Page Language="VB" AutoEventWireup="false" CodeFile="Default.aspx.vb" Inherits="_Default" %> 

<%@ Import Namespace="System.Data.SqlClient" %> 

<%@ Import Namespace="Microsoft.SqlServer.Types" %> 

<%@ Import Namespace="System.IO" %> 

<% 

  ' 郵便局テーブルの SELECT と SQL Server への接続文字列 

  Dim sqlstr As String = "SELECT geog, 郵便局名, 住所 FROM 郵便局 WHERE id <> 1" 

  Dim cnstr As String = "Server=localhost;Database=GeoTestDB;Integrated Security=SSPI" 

  Dim i As Integer = 1 

  Dim scriptStr As New StringBuilder("") 

  Dim shapeStr As String = "" 

 

  ' SQL Server へ接続して、郵便局テーブルを取得 

  Using cn As New SqlConnection(cnstr) 

      cn.Open() 

      Using cmd As New SqlCommand(sqlstr, cn) 

CustomIcon.gif
フゔ゗ルを追加
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          Using dr As SqlDataReader = cmd.ExecuteReader() 

              '' 郵便局の数だけ繰り返し処理 

              While dr.Read 

                  ''geography データ型のデータを SqlGeography オブジェクトへ格納 

                  Dim geog As New SqlGeography 

                  geog = dr("geog") 

 

                  Dim lat As String, lon As String 

 

                  '' 緯度。Latitude 

                  lat = geog.Lat.ToString() 

                  '' 経度。Longitude 

                  lon = geog.Long.ToString() 

         

                  '' クライアント サイド スクリプト（JavaScript）を StringBuilder で文字列として組み立て。 

                  '' シェイプへプッシュピンを追加（Virtual Earth API の VELatLong オブジェクトと） 

                  '' VEShape オブジェクトを利用。SetCustomIcon メソッドでカスタム画像を指定 

                  shapeStr = "shape" & i 

                  scriptStr.Append("var latLon = new VELatLong(" & lat & ", " & lon & ");" & vbCrLf) 

                  scriptStr.Append("var " & shapeStr & " = new VEShape(VEShapeType.Pushpin, latLon);" & vbCrLf) 

                  scriptStr.Append(shapeStr & ".SetTitle('" & dr("郵便局名") & "'); " & vbCrLf) 

                  scriptStr.Append(shapeStr & ".SetDescription('" & dr("住所") & "'); " & vbCrLf) 

                  scriptStr.Append(shapeStr & ".SetCustomIcon('customeIcon.gif'); " & vbCrLf) 

                  scriptStr.Append("shapeLayer1.AddShape(" & shapeStr & ");" & vbCrLf) 

                  i = i + 1 

              End While 

          End Using 

      End Using 

  End Using 

%> 

<html> 

<head> 

      '' Virtual Earth API を利用するための記述 

      <script src="http://dev.virtualearth.net/mapcontrol/mapcontrol.ashx?v=6&mkt=ja-jp"></script> 

      <script> 

        '' クライアント サイド スクリプト（JavaScript） 

         var map = null; 

         function GetMap() 

         { 

            ''Virtual Earth API の VEMap オブジェクトの作成 

            map = new VEMap('myMap'); 

            // TX つくば駅を中心として、ズームサイズを 12 に指定 

            map.LoadMap(new VELatLong(36.082757, 140.111561), 12, "r", false); 

            // シェイプ レイヤーの追加 

            shapeLayer1 = new VEShapeLayer(); 

            // レイヤーへカスタム プッシュピンの追加（StringBuilder で組み立てた郵便局データ） 

            <%=scriptStr %> 

            // シェイプレイヤーを地図に追加 

            map.AddShapeLayer(shapeLayer1); 

         } 

      </script> 

</head> 

<body onload="GetMap();"> 

    <h1>Virtual Earth 連携テスト</h1> 

    <div id='myMap' style="position:relative; width:640px; height:480px;"></div> 

</body> 

</html> 

 

このコードは、単純に 4 つの郵便局を表示するだけですが、前述の STDistance 関数などと組み

合わせて利用することで、より実践的なゕプリケーションを作成できるようになります。 
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4.13 FileStream データ型 

 FileStream データ型 

FileStream データ型は、Windows のフゔ゗ルを直接 SQL Server へ格納できるデータ型で、

SQL Server 2008 からの新機能です。このデータ型を利用することで、従来の BLOB 型（image 

データ型や varbinary(max) データ型）へフゔ゗ル データを格納するよりも、パフォーマンスの

良いゕプリケーションを作成できるようになります。 

 Let's Try 

それでは、これを試してみましょう。 

1. まずは、FileStream の機能を有効化する必要があります。SQL Server 構成マネージャを起

動し、SQL Server サービスをダブル クリックして、［SQL Server のプロパテゖ］ダ゗ゕロ

グを開きます。 

 

［FILESTREAM］タブを開き、［Transact-SQL アクセスに対して FILESTEAM を有効に

する］と［ファイル I/O ストリーム アクセスに対して FILESTREAM を有効にする］を

チェックし、［OK］ボタンをクリックします。 

2. 続いて、次のように sp_configure システム ストゕド プロシージャを実行して、

FileStream 機能を有効化します。 

EXEC sp_configure filestream_access_level, 2 

RECONFIGURE 

 

3. 次に、FileStream データを格納するためのフゔ゗ル グループを指定したデータベースを

「fsTestDB」という名前で作成します（作成先のドラ゗ブは、環境にあわせて適宜変更して

ダブル クリック
1

2 

3 

4 
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ください）。 

CREATE DATABASE fsTestDB 

ON 

PRIMARY 

  ( NAME = fsTestDB1_mdf 

 , FILENAME = 'D:\fsTestDB1.mdf'), 

FILEGROUP FileStreamGroup1 CONTAINS FILESTREAM 

 ( NAME = fsTestDB_fs 

 , FILENAME = 'D:\fsTestDB_FileSream') 

LOG ON 

 ( NAME = fsTestDB_log 

 , FILENAME = 'D:\fsTestDB_Log.ldf') 

 

CONTAINS FILESTREAM を指定することで、そのフゔ゗ル グループを FileStream デー

タの格納用として利用できるようになります。 

4. 次に、FileStream データを格納するためのテーブルを「photo」という名前で作成します。 

USE fsTestDB 

CREATE TABLE photo 

( 

 pID uniqueidentifier ROWGUIDCOL PRIMARY KEY,  

 pName varchar(200), 

 pData varbinary(MAX) FILESTREAM NULL, 

 updDate datetime DEFAULT GETDATE() 

) 

 

pData 列を varbinary(MAX) FILESTREAM と指定することで、この列へ FileStream デ

ータを格納できるようになります（後述の手順で画像データを格納します）。また、

FILESTREAM キ ー ワ ー ド を 指 定 し た 場 合 は 、 uniqueidentifier デ ー タ 型 で 

ROWGUIDCOL キーワードを指定した列が必要になるので、ここでは pID 列をそれにして

います。そのほかの pName 列は、フゔ゗ル名を格納するための列とし、updDate 列は、デ

ータ更新日時を格納するための列とします。 

5. 続いて、データを 2 件 INSERT してみましょう。 

INSERT INTO photo VALUES(NEWID(), 'test1', CAST ('test1' AS varbinary(max)), DEFAULT) 

INSERT INTO photo VALUES(NEWID(), 'test2', CAST ('test2' AS varbinary(max)), DEFAULT) 

 

SELECT * FROM photo 
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6. 次に、PathName と GET_FILESTREAM_TRANSACTION_CONTEXT 関数を利用して、内

部的なパスと、トランザクション コンテキストを取得します。 

BEGIN TRAN 

     SELECT pData.PathName(), GET_FILESTREAM_TRANSACTION_CONTEXT() FROM photo 

ROLLBACK TRAN 

 

 

この 2 つの結果は、ゕプリケーションを作成する際に利用することになります。 

7. 結果を確認後、データをすべて削除しておきます。 

TRUNCATE TABLE photo 

 

 OpenSqlFilestream API 

続いて、Visual Studio 2008 の C# 3.0 を利用して、FileStream データ型へデータを格納する

ゕプリケーションを作成してみましょう。次のように Button1 をクリックすると、フゔ゗ルの選

択ダ゗ゕログが表示されて、選択した画像を photo テーブルへ格納されるようにし、格納したデ

ータを ListView と PictureBox で表示するようにします。 

 

ゕプリケーションの作成には、OpenSqlFilestream API を利用しますが、オンラ゗ン ブックの

以下の場所へ詳細が記載されています。 

ListView1（ImageList1）

PictureBox1

Button1

↓

登録したい画像を選択
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  データベース エンジン > 開発 > FILESTREAM ストレージの設計と実装 

    > Win32 を使用した FILESTREAM データの管理 > OpenSqlFilestream API 

オンラ゗ン ブックより、以下のコードをコピーすると、この API を利用できるようになります。 

        const UInt32 DESIRED_ACCESS_READ = 0x00000000; 

        const UInt32 DESIRED_ACCESS_WRITE = 0x00000001; 

        const UInt32 DESIRED_ACCESS_READWRITE = 0x00000002; 

 

        const UInt32 SQL_FILESTREAM_OPEN_NO_FLAGS = 0x00000000; 

        const UInt32 SQL_FILESTREAM_OPEN_FLAG_ASYNC = 0x00000001; 

        const UInt32 SQL_FILESTREAM_OPEN_FLAG_NO_BUFFERING = 0x00000002; 

        const UInt32 SQL_FILESTREAM_OPEN_FLAG_NO_WRITE_THROUGH = 0x00000004; 

        const UInt32 SQL_FILESTREAM_OPEN_FLAG_SEQUENTIAL_SCAN = 0x00000008; 

        const UInt32 SQL_FILESTREAM_OPEN_FLAG_RANDOM_ACCESS = 0x00000010; 

 

        [DllImport("sqlncli10.dll", SetLastError = true, CharSet = CharSet.Unicode)] 

        static extern SafeFileHandle OpenSqlFilestream( 

                    string FilestreamPath, 

                    UInt32 DesiredAccess, 

                    UInt32 OpenOptions, 

                    byte[] FilestreamTransactionContext, 

                    UInt32 FilestreamTransactionContextLength, 

                    Int64 AllocationSize); 

 

        [DllImport("kernel32.dll", SetLastError = true)] 

        static extern UInt32 GetLastError(); 

 コード例 

完成版は、サンプル スクリプトの「FileStreamTest」フォルダの「fsTest1.sln」ソリューショ

ン フゔ゗ルにあります。 

データの Insert 時のコードでポ゗ントとなるのは、次の部分です。 

まずは、FileStream データ型の pData 列へ「0」を指定した INSERT ステートメントを発行し

て、データを追加します。 

        private Guid getGuidCol(string p) 

        { 

            Guid g = Guid.NewGuid(); 

 

            using (SqlConnection cn = new SqlConnection(cnstr)) 

            { 

                cn.Open(); 

                using (SqlCommand cmd = new SqlCommand( 

                    "INSERT INTO photo(pID, pName, pData) " + 

                    "VALUES(@pID, @pName, 0)", cn)) 

                    { 

                    cmd.Parameters.AddWithValue("pID", g); 

                    cmd.Parameters.AddWithValue("pName", p); 

                    cmd.ExecuteNonQuery(); 

                    } 

                cn.Close(); 

            } 

            return (g); 

        } 

 

このときに追加した GUID を WHERE 句の絞り込み条件へ指定して、SELECT ステートメント
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を発行し、PathName と GET_FILESTREAM_TRANSACTION_CONTEXT 関数の結果を取

得し、それを OpenSqlFilestream API の引数へ与えます。 

            using (SqlConnection cn = new SqlConnection(cnstr)) 

            { 

                // Connection のオープンとトランザクションの開始 

                cn.Open(); 

                SqlTransaction tran = cn.BeginTransaction(); 

 

                using (SqlCommand cmd = new SqlCommand( 

                        "SELECT pData.PathName()," + 

                        "GET_FILESTREAM_TRANSACTION_CONTEXT() " +  

                        "FROM photo WHERE pID=@pID", cn, tran)) 

                { 

                cmd.Parameters.AddWithValue("pID", newID); 

 

                    using (SqlDataReader rdr = cmd.ExecuteReader()) 

                    { 

                        if (rdr.Read()) 

                        { 

                            string path = (string)rdr[0];   // PathName() 

                            byte[] ctx = (byte[])rdr[1];    // GET_FILESTREAM_TRANSACTION_CONTEXT() 

                            uint length = (uint)ctx.Length; 

                            long allocSize = 0; 

 

                            // OpenSqlFileStream でハンドルを取得 

                            // DESIRED_ACCESS_WRITE で書き込み指定 

                            SafeFileHandle handle = 

                                OpenSqlFilestream(path 

                                ,DESIRED_ACCESS_WRITE 

                                ,SQL_FILESTREAM_OPEN_NO_FLAGS 

                                ,ctx 

                                ,length 

                                ,allocSize); 

 

                            // System.IO.FileStream の Write メソッドでバイト配列（画像データ）を書込み 

                            using (FileStream fs = new FileStream(handle, FileAccess.Write)) 

                            { 

                                fs.Write(imageFile, 0, imageFile.Length); 

                                fs.Close(); 

                                handle.Close(); 

                            } 

                        } 

                        rdr.Close(); 

                    } 

                } 

                // コミットとクローズ。これで画像の登録（photo テーブルへの Insert）が完了 

                tran.Commit(); 

                cn.Close(); 

 

OpenSqlFilestream API の第 2 引数では、DESIRED_ACCESS_WRITE 定数を指定することで、

書き込み（FileStream データ型への INSERT）ができるようになります。 

実際の書き込み（FileStream データ型への INSERT）は、System.IO.FileStream の Write メ

ソッドで行っています。FileStream クラスのコンストラクタの第 1 引数へ、OpenSqlFilestream 

API で取得したフゔ゗ル ハンドルを指定しているところがポ゗ントです。 

 データの読み取り 

データの読み取り時にポ゗ントとなるのは、次の部分です。書き込みのときとほとんど同じで、
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GUID を WHERE 句の絞り込み条件へ指定して、SELECT ステートメントを発行し、PathName 

と  GET_FILESTREAM_TRANSACTION_CONTEXT 関 数 の 結 果 を 取 得 し 、 そ れ を 

OpenSqlFilestream API の引数とへ与えています。違いは、OpenSqlFilestream API の第 2 引

数で、DESIRED_ACCESS_READ 定数を指定している点です。 

            using (SqlConnection cn = new SqlConnection(cnstr)) 

            { 

                // Connection のオープンとトランザクションの開始 

                cn.Open(); 

                SqlTransaction tran = cn.BeginTransaction(); 

 

                // Guid で絞り込み、 

                // PathName() と GET_FILESTREAM_TRANSACTION_CONTEXT() の取得 

                using (SqlCommand cmd = new SqlCommand( 

                    "SELECT pData.PathName()," + 

                    "GET_FILESTREAM_TRANSACTION_CONTEXT(), pName " + 

                    "FROM photo WHERE pID=@pID", cn, tran)) 

                { 

                    cmd.Parameters.AddWithValue("pID", g); 

 

                    using (SqlDataReader rdr = cmd.ExecuteReader()) 

                    { 

                        if (rdr.Read()) 

                        { 

                            string path = (string)rdr[0];       // PathName() 

                            byte[] ctx = (byte[])rdr[1];        // GET_FILESTREAM_TRANSACTION_CONTEXT() 

                            uint length = (uint)ctx.Length; 

                            long allocSize = 0; 

 

                            pName = (string)rdr[2]; 

 

                            // OpenSqlFilestream でハンドルを取得 

                            // DESIRED_ACCESS_READ で読み取り指定 

                            SafeFileHandle handle = 

                                OpenSqlFilestream(path 

                                , DESIRED_ACCESS_READ 

                                , SQL_FILESTREAM_OPEN_NO_FLAGS 

                                , ctx 

                                , length 

                                , allocSize); 

 

                            // System.IO.FileStream で画像データの読み込み 

                            using (FileStream fs = new FileStream(handle, FileAccess.Read)) 

                            { 

                                Image img = Image.FromStream(fs); 

                                return (img); 

                                fs.Close(); 

                                handle.Close(); 

                            } 

                        } 

                        else 

                        { 

                            Image img = null; 

                            return (img); 

                        } 

                        rdr.Close(); 

                    } 

                } 

                tran.Commit(); 

                cn.Close(); 

            } 

 

実際の FileStream データ型からのフゔ゗ルの読み取りは、System.IO.FileStream クラスを
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利用しています。FileStream クラスのコンストラクタの第 1 引数へ、OpenSqlFilestream API で

取得したフゔ゗ル ハンドルを指定し、第 2 引数へ FileAccess.Read を指定しているところがポ

゗ントです。 
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4.14 パーティション ウィザード 

 パーティション ウィザード 

パーテゖション ウゖザードは、その名のとおり、データ パーテゖション（レンジ パーテゖショ

ン）の設定をウゖザードで簡単に設定できる機能です。 

それでは、これを試してみましょう。ここでは、AdventureWorks データベースの

「SalesOrderHeader」テーブルをもとに新しいテーブルを作成し、そのテーブルをパーテゖシ

ョン化してみます。 

1. まずは、次のように「PartitionTestDB」データベースを作成し、AdventureWorks データ

ベースの「SalesOrderHeader」テーブルをもとに「Sales」テーブルを作成します。 

-- データベースの作成 

CREATE DATABASE PartitionTestDB 

go 

-- SalesOrderDetail テーブルをもとにsales テーブルを作成 

USE PartitionTestDB 

SELECT * INTO sales FROM AdventureWorks.Sales.SalesOrderHeader 

 

2. 次に、作成した「PartitionTestDB」データベースの「sales」テーブルを右クリックして、［ス

トレージ］の［パーティションの作成］をクリックします。 

 

すると、「パーテゖションの作成ウゖザード」が起動するので、［次へ］ボタンをクリックしま

す。 

「sales」テーブ
ルを右クリック

1

2 

3 
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3. 次の［パーテゖション分割列の選択］画面では、パーテゖションを区切る基準となる列を選択

します。 

 

ここでは、「OrderDate」（受注日）を選択して、［次へ］ボタンをクリックします。 

4. 次の［パーテゖション関数の選択］画面では、［新しいパーティション関数］を選択して、任

意の名前（pf1 など）を入力し、［次へ］ボタンをクリックします。 

  

5. 次の［パーテゖション構成の選択］画面では、［新しいパーティション構成］を選択して、任

意の名前（ps1 など）を入力し、［次へ］ボタンをクリックします。 

1 

2 

1 

2 
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6. 次の［パーテゖションのマップ］画面では、［右側の境界］を選択して、［境界の設定］ボタン

をクリックします。 

 

これにより、［境界値の設定］ダ゗ゕログが表示されるので、［開始日］を「2001/01/01」

へ、［終了日］を「2005/01/01」へ、［日付範囲］を「毎年」へ変更し、［OK］ボタンをク

リックします。これにより、2001 年から 2005 年までの 1 年ごとのパーテゖション範囲を作

成することができます。 

次に、それぞれの境界の［フゔ゗ル グループ］で「PRIMARY」を選択します。 

 

1 

2 

2 

3 

4 

5 

境界（Boundary）
が自動設定される

6

1 

1 

境界が設定されていない最後の
行も「フゔ゗ル グループ」で

「PRIMARY」を選択
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続いて、［ストレージの推定］ボタンをクリックして、各パーテゖションに含まれる行数や領

域の見積もりを表示します。 

 

確認後、［次へ］ボタンをクリックして、次へ進みます。 

7. 次の［出力オプションの選択］画面では、［スクリプトの作成］を選択して、［次へ］ボタンを

クリックします。 

 

8. 最後の［概要の確認］画面では、［完了］ボタンをクリックします。 

 

1 

2 

1 

2 

1 

2
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9. ウゖザードが完了すると、パーテゖションを作成するためのスクリプトがクエリ エデゖタへ

自動生成されるので、ツール バーの［！実行］ボタンをクリックして、ステートメントを実

行します。 

 

10. 次に、データがパーテゖション分割されたことを確認するために、次のように $PARTITION 

関数を利用します。 

SELECT $PARTITION.pf1(OrderDate), * FROM sales 

 

 
 

このようにパーテゖション ウゖザードを利用すると、既存のテーブルを簡単にパーテゖショ

ン分割できるようになります。 

 

1 

ウゖザードで生成されたパー
テゖションを作成するための

スクリプト

・
・
・

2001 年 のデータは
パーテゖション番号
2 へ格納されている

2003 年のデータは
パーテゖション番号
4 へ格納されている

2004 年のデータは
パーテゖション番号
5へ格納されている
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4.15 マルチ サーバー クエリ 

 マルチ サーバー クエリ（Multi Server Query） 

マルチ サーバー クエリ（Multi Server Query）機能は、その名のとおり、複数のサーバーに対し

て同時に同じクエリを実行できる機能です。マルチ サーバー クエリの対象にできるサーバーは、

SQL Server 2008 だけでなく、SQL Server 2005 と SQL Server 2000 も含めることができる

ので、企業内の SQL Server をまとめて管理する目的として利用することができます。 

 

 設定手順 

それでは、マルチ サーバー クエリを試してみましょう（この手順を試すには、SQL Server の゗

ンスタンスが 3 つ以上必要になるのですが、SQL Server 2005 や SQL Server 2000 を対象と

することもできるので、それらを利用して試してみてください）。 

1. マルチ サーバー クエリを利用するには、まず［表示］メニューから［登録済みサーバー］を

クリックして、［登録済みサーバー］ウゖンドウを開きます。 

 

［登録済みサーバー］ウゖンドウでは、［Central Management Servers］フォルダを右ク

リックして［中央管理サーバーの登録］をクリックします。 

2. すると、［新規サーバーの登録］ダ゗ゕログが表示されるので、管理サーバーとして設定した

い SQL Server の名前を入力して、［保存］ボタンをクリックします。 

登録した複数のサーバーに対して
同じクエリを同時に実行できる

2

企業内の SQL Server
をまとめて登録

1 

「表示」メニューから
「登録済みサーバー」

をクリック

1 

「Central Management Servers」から
「中央管理サーバーの登録」をクリック

2

登録済みサーバー ウゖンドウが表示される

↓
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3. 次に、登録した構成サーバーを右クリックして［新しいサーバー グループ］をクリックしま

す。 

 

すると、［新しいサーバー グループのプロパテゖ］ダ゗ゕログが表示されるので、［グループ

名］に任意のグループ名（testGroup など）を入力して、［OK］ボタンをクリックします。

グループは対象となるサーバーをグループ化するために作成するもので、たとえば東京や大阪

といった地域の名前を付けたグループを作成して、地域ごとの SQL Server をグループ化す

るといった使い方ができます。 

4. 次に、グループ内へ対象となるサーバーを登録するために、次のようにグループ名を右クリッ

クして［新規サーバーの登録］をクリックします。 

 

SQL Server
の名前を入力

1 

「保存」をクリック
2

「新しいサーバー グループ」
をクリック

1 

任意のグループ名を入力
2

「OK」をクリック
5

↓

作成したサーバー グループを
右クリックして「新規サー
バーの登録」をクリック

1 

登録したい SQL
Server の名前を
入力

2 

「保存」をクリック
3

グループに登録さ
れた SQL Server
が一覧される

4

↓ ↓
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［新規サーバーの登録］ダ゗ゕログでは、［サーバー名］へ対象にしたい SQL Server の名前

を入力して、［保存］ボタンをクリックします。 

5. 次に、グループ名を右クリックして［新しいクエリ］をクリックします。 

 

すると、新しいクエリ エデゖタが表示されるので、任意のクエリを入力して実行し、実行結

果を確認します。グループへ登録した SQL Server の名前が結果に付加されて、複数のサー

バーに対して同じクエリを実行できたことを確認できます。 

 

Note：クエリ オプションで結果の表示方法の変更 

マルチ サーバー クエリの結果の表示方法は、クエリ オプションで変更することができます。変更するには、次

のようにクエリ エデゖタの任意の領域を右クリックして［クエリ オプション］をクリックします。 

 

 

 

  

任意のクエリを入
力して実行

2 

サーバー グループに登録した SQL 
Server の名前が結果に付加されて、
複数のサーバーに対して同じクエリ
を実行できたことを確認できる

3

サーバー グループを右クリックし
て「新しいクエリ」をクリック

1 

↓

クエリ エデゖタの任意の
領域を右クリックして
「クエリ オプション」を
クリック

1 

「結果」の「マルチ
サーバー」をクリック

2

結果にログ゗ン名を含めるかや、
SQL Server の名前を含めるか、
結果を1つのマージ（まとめる）
するかを設定できる

3

↓
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おわりに 

最後まで試された皆さま、いかがでしたでしょうか。SQL Server 2008 には多くのパワフルな機能が追加

されていることを確認できたのではないでしょうか。いろいろな機能がある中で、筆者の゗チ押しの機能は、

「パフォーマンス データ コレクション ＆ データ コレクション」と「リソース ガバナ」、「データ プロフ

ゔ゗ル タスク」です。いずれもパフォーマンス チューニング時に大変役立つ機能ですので、ぜひ皆さんも

利用してみていただければと思います。 

 そのほかの機能 

SQL Server 2008 には、まだまだたくさんの機能が提供されています。その主なものは次のとお

りです。 

 DWH（データ ウェアハウス）系のパフォーマンスの向上 

 スター ジョ゗ンのパフォーマンス向上 

 パーテゖションのパラレル処理のパフォーマンス向上（1 つのパーテゖションを複

数スレッドが処理可能に） 

 パーテゖション単位のロックが可能に 

 ゗ンデックス付きビューがパーテゖションへ割り当て可能に 

 周辺テクノロジーのパフォーマンス向上（Integration Services の Data Flow パ

゗プラ゗ンのパフォーマンス向上、Lookup パフォーマンスの向上、Analysis 

Services と Reporting Services のエンジン改良など） 

SQL Server 2008 は、データ ウェゕハウス関連のパフォーマンス向上に目覚ましいも

のがあります。上述の機能だけでなく、この自習書内でご紹介した、「データ圧縮」や「バ

ックゕップ圧縮」、「リソース ガバナ」もデータ ウェゕハウス系のシステムで大変役立ち

ます。 

現在、SQL Server を利用したテラ バ゗ト（TB）サ゗ズのデータ ウェゕハウスを構築

している企業は多数あり、筆者もそういった企業のコンサルテゖング（物理設計や論理設

計、BI システム設計など）を行った経験があります。SQL Server 2008 のパフォーマ

ンス向上によって、さらにデータ ウェゕハウスとしての利用が増えるのではないでしょ

うか。 

 Lock Escalation オプション（ALTER TABLE ステートメントを利用して、テーブル単

位でロック エスカレーションの禁止が可能に） 

 実行プランの固定（プラン キャッシュをもとに実行プランの固定が可能に。従来のバー

ジョンでは XML 実行プランをもとに固定が可能） 

 Hot Add CPU（SQL Server を止めることなく CPU の追加が可能に） 

 Off-Box キー管理（ハードウェゕ ベースの鍵管理機構を利用可能に） 

 Sparse カラム（NULL 値の多いデータ列を効率良く格納し、ストレージ サ゗ズを小さ
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くできる機能） 

 Filtered インデックス（テーブル内の一部の行へ゗ンデックスを作成できる機能） 

 フルテキスト インデックス統合（FullText Search サービスが Database Engine サー

ビスに統合された） 

 Peer To Peer トランザクション レプリケーション（トランザクション レプリケーシ

ョンで双方向更新が可能に。グラフゖカルな設定゗ンターフェースも搭載） 

 データベース ミラーリング機能の強化（ログ圧縮によるパフォーマンス向上と破損ペー

ジの自動修復機能の追加など） 

 Reporting Services の新機能 

SQL Server 2008 の Reporting Services（標準搭載されるレポート サーバー機能）は、大幅に

強化され、次のような実践的なレポートを簡単に作成できるようになりました。 

 

 

売上目標に対する達成率をゲージで表示

ABC 分析グラフ（パレート図。2Y軸対応） 3D 棒グラフ

クロス集計レポート 円グラフ
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Reporting Services によるレポート作成方法については、本自習書シリーズの「Reporting 

Services 入門」で説明していますので、ぜひご覧いただければと思います。 

自習書シリーズ「Reporting Services 入門」のダウンロードはこちらから 

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/self-learning/default.mspx 

 

 Analysis Services の新機能 

SQL Server 2008 の Analysis Services（標準搭載される分析サーバー機能）では、属性リレー

ションシップ デザ゗ナや集計デザ゗ナの搭載、パフォーマンスの向上、DMV（動的管理ビュー）

による監視機能などが追加されています。 

 

 

Analysis Services は、"データ分析" のためのサーバー機能で、企業の売上分析やクロス集計レポ

移動平均線、ボリンジャーバンド 箱ひげ、範囲グラフ

ガント チャート

属性リレーション シップを
グラフゖカルに設定可能に

属性リレーションシップデザ゗ナ

集計（Aggregation）を
グラフゖカルに設定可能に

集計デザ゗ナ

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/self-learning/default.mspx
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ート、ABC 分析（パレート図）、財務諸表分析、経営ダッシュボード、データ マ゗ニングなどが

簡単に行えるようになります（次のようなレポートやグラフを簡単に作成できます）。 

  

 

 

 

Analysis Services の利用する手順については、本自習書シリーズの「Analysis Services 入門」

で説明していますので、ぜひご覧いただければと思います。 

自習書シリーズ「Analysis Services 入門」のダウンロードはこちらから 

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/self-learning/default.mspx 

 

商品分類ごとの商品売上トップ５

都道府県ごとの商品売上の割合 商品区分ごとの商品売上金額 商品ごとの売上金額（飲料区分）

区分ごとの商品売上の推移（四半期単位）

クロス集計、ABC 分析レポート

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/self-learning/default.mspx
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 Integration Services の新機能 

SQL Server 2008 の Integration Services（標準搭載されるデータ転送・変換機能）では、Data 

Flow パ゗プラ゗ン処理のパフォーマンス向上や Lookup 性能の向上、C# によるスクリプテゖン

グ、すべての .NET ゕセンブリが参照可能になるなどの機能が追加されています。 

Integration Services は、データの「コピー」や「変換」などが行える “データ転送ツール” で、

SQL Server 2000 以前のバージョンでは、DTS（Data Transformation Services：データ変換サ

ービス）と呼ばれていたものです。Integration Services を利用すると、SQL Server 同士での

データ転送はもちろん、Oracle や DB2、Microsoft Office Access、そのほかの ODBC 対応のデ

ータベース、Microsoft Office Excel フゔ゗ル、可変長のテキスト フゔ゗ル（カンマ区切り、タ

ブ区切り）、固定長のテキスト フゔ゗ルなど、さまざまなデータソースから SQL Server へデー

タを取り込んだり、それとは逆に SQL Server からデータを書き出したりすることができます。

    

Integration Services のデータを変換（データを加工しながら転送）できる機能は、非常に便利

で、データ ウェゕハウス（DWH：Data Warehouse）を構築する際には、欠かせないツールとな

ります（次のようなデータ変換が行えます）。 

  

Integration Services を利用する手順については、本自習書シリーズの「Integration Services 

入門」で説明しているので、ぜひご覧いただければと思います。 

自習書シリーズ「Integration Services 入門」のダウンロードはこちらから 

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/self-learning/default.mspx 

 BI システムとしての SQL Server 2008 

SQL Server 2008 には、次のように「BI」（Business Intelligence：ビジネス ゗ンテリジェンス）

システムを構築するために必要となる機能がすべて標準で搭載されています。 

メ゗ン フレーム・汎用機、
Oracle、DB2、MySQL など

Excel フゔ゗ル

Accessフゔ゗ル

テキスト フゔ゗ル

Integration Services は、データ転送・変換ツール

さまざまなデータソースとの間で
データのコピーと変換が可能！

データを変換して
転送する

「姓」と「名」を
文字列連結して
「氏名」へ変換

「性別コード」の
1 を「男性」へ、

2 を「女性」へ変換

「部門番号」を
「部門名」へ変換

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/self-learning/default.mspx
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データの抽出・変換が行える「Integration Services」、データ ウェゕハウス（データの格納先）

としての「Database Engine」、データ分析のためのサーバー機能を提供する「Analysis 

Services」、レポート機能を提供する「Reporting Services」など、BI システムを実現するた

めのすべての機能が SQL Server の標準コンポーネントとして提供されているので、手軽に（そ

れでいて高度な）BI システムを構築することができます。したがって、現在は、BI 機能を利用す

る目的だけで SQL Server を導入する企業も増えてきています。 

 SQL Server 2008 共同検証プロジェクト（徹底検証ホワイト ペーパー） 

徹底検証ホワ゗ト ペーパーは、SQL Server 2008 早期実証プロジェクト「CQI」（Center of 

Quality Innovation）の成果物です。CQI は、マ゗クロソフトと日本電気株式会社、日本ヒュー

レット・パッカード株式会社、日本ユニシス株式会社の 3 社と共同で実施し、実際のユーザーに

対する SI（System Integration）プロジェクトを想定した「RFP」（Request for Proposal：提

案依頼書）に基づいた「機能動作検証」や「パフォーマンス検証」を行ったプロジェクトです。 

このプロジェクトでは、次の 4 つのシナリオを実施しています。 

1. コンプライアンス シナリオ 

マ゗クロソフトによる検証プロジェクト。内部統制や日本版 SOX 法、情報漏えい対策

で求められるコンプラ゗ゕンスに対応するためのガ゗ドラ゗ン提示を目的とし、日本版

SOX 法への対応に必要となる機能の実装方法の確立やシステムに与える影響の計測な

どを実施 

2. 移行 / アップグレード シナリオ 

日本ユニシス株式会社様との共同検証プロジェクト。SQL Server 2000 および 2005 

から、SQL Server 2008 への移行や互換性に関する検証を実施 

3. サーバー統合シナリオ 

日本ヒューレット・パッカード株式会社様との共同検証プロジェクト。複数の SQL 

OLAP サーバー

BI （Business Intelligence： ビジネス インテリジェンス）システム

その他のデータ

メ゗ン フレーム（汎
用機）や UNIX など

データウェアハウス

OLAP ツール（クライアント）

・データ分析・予測
・グラフ・クロス集計レポート
・経営ダッシュボード

・データ マ゗ニング）

基幹系システム

SQL Server
Database Engine
データベース エンジン

SQL Server
Database Engine
データベース エンジン

データマート

SQL Server
Database Engine
データベース エンジン

SQL Server
Analysis Services

分析サーバー

SQL Server
Reporting Services
レポート サーバー

Microsoft Office Excel

Internet Explorer
Webブラウザ

ETL ツール

SQL Server
Integration Services

データ転送・変換
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Server を 1 台の 64 ビット サーバーに集約するメリット・運用管理方法などに関する

検証を実施 

4. DWH（データ ウェアハウス）シナリオ 

日本電気株式会社様との共同検証プロジェクト。SQL Server 2008 のデータ ウェゕハ

ウス環境における実装方法の検証を実施 

これらの検証結果（ホワ゗ト ペーパー）は、次の URL からダウンロードすることができます。 

SQL Server 徹底検証シリーズ 

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/bible/cqi.mspx 

この自習書シリーズの次のステップのハ゗ レベルな情報として、ぜひご覧いただければと思いま

す。 

  

http://www.microsoft.com/japan/sqlserver/2008/bible/cqi.mspx
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主なコンサルテゖング実績 

 9 TB データベースの物理・論理設計支援 （パーテゖショニング対応など） 

 1 秒あたり 1,000 Batch Request の ASP（ゕプリケーション サービス プロバ゗ダ）サ゗トの 

チューニング（ピーク時の CPU 利用率 100% を 10% まで軽減） 

 高負荷テスト（ラッシュテスト）実施のためのテスト ゕプリの作成支援 

 大手流通系システムの夜間バッチ実行時間を 4 時間から 1 時間半へ短縮 

 大手゗ンターネット通販システムの夜間バッチ実行時間を 5 時間から 1 時間半へ短縮 

 宅配便トラッキング情報の日中バッチ実行時間を 2 時間から 5 分へ短縮 

 検索系 Web サ゗トのチューニング（10 倍以上のパフォーマンス UP を実現） 

 10 Server によるレプリケーション環境のチューニング 

 3 TB のセキュリテゖ監査ゕプリケーションのチューニング 

 大手家電メーカーの制御系ゕプリケーション（100GB）のチューニングと運用管理設計 

 約 3,000 本のストゕド プロシージャとユーザー定義関数のチューニング 

 ASP.NET / ASP（Active Server Pages）ゕプリケーションのチューニング 

 大手ゕミューズメント企業の BI システム設計支援 

 外資系医療メーカーの Analysis Services による「販売分析」システムの設計支援 

 大手企業の Analysis Services による「財務諸表分析」システムの設計支援 

 Analysis Services OLAP キューブのパフォーマンス チューニング  etc 
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